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仁
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【
要
約
】

本
稿
は
︑
文
政
～
弘
化
期
の
朝
廷
に
お
け
る
新
清
和
院
の
地
位
に
つ
い
て
︑
当
該
期
の
皇
位
継
承
と
仁
孝
天
皇
の
母
子
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
か

ら
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
︒
仁
孝
生
母
で
あ
る
典
侍
勧
修
寺
婧
子
は
文
化
期
の
皇
嗣
治
定
時
に
母
の
地
位
を
否
定
さ
れ
︑
新
清
和
院
︵
中
宮
欣
子
︶
が

﹁
実
母
﹂
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
︒
文
政
期
の
朝
廷
で
は
︑
当
初
は
新
清
和
院
の
所
生
皇
子
で
あ
る
高
貴
宮
︑
次
い
で
︑
仁
孝
正
配

の
所
生
皇
子
へ
の
皇
位
継
承
が
目
指
さ
れ
た
が
皇
子
ら
の
相
次
ぐ
早
逝
に
よ
り
実
現
せ
ず
︑
天
保
期
に
典
侍
正
親
町
雅
子
所
生
の
熙
宮
が
皇
嗣
に
冊
立
さ

れ
る
︒
天
保
末
期
に
仁
孝
は
譲
位
の
意
向
を
示
す
が
︑
譲
位
に
伴
う
新
清
和
院
の
居
所
の
移
動
を
不
孝
と
す
る
朝
廷
上
層
部
に
よ
っ
て
譲
位
が
事
実
上
停

止
す
る
状
況
が
生
じ
た
︒
そ
の
背
景
に
は
︑
光
格
上
皇
の
死
去
後
に
︑
仁
孝
が
新
清
和
院
の
意
向
を
盾
に
す
る
こ
と
で
︑
宝
暦
期
以
来
の
天
皇
の
母
子
関

係
・
外
戚
待
遇
の
原
則
を
覆
す
形
で
︑
自
身
の
生
母
・
外
戚
の
待
遇
改
善
を
実
現
さ
せ
た
こ
と
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
︒
後
桃
園
天
皇
の
皇
女
で
あ
る
新

清
和
院
は
︑
中
宮
か
ら
皇
太
后
へ
転
任
す
る
近
世
に
は
例
を
み
な
い
昇
進
を
果
た
し
た
存
在
で
あ
り
︑
十
九
世
紀
前
半
の
天
皇
家
内
に
お
い
て
︑
前
帝
の

意
思
を
超
越
し
う
る
影
響
力
を
持
っ
た
点
で
︑
近
世
の
他
の
女
院
と
は
峻
別
さ
れ
る
地
位
を
有
し
た
存
在
で
あ
っ
た
︒

史
林

一
〇
五
巻
二
号

二
〇
二
二
年
三
月

は

じ

め

に

近
世
の
天
皇
・
朝
廷
は
︑
一
九
七
〇
年
代
以
降
︑
朝
幕
関
係
︑
朝
廷
運
営
な
ど
の
観
点
を
中
心
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
︒
そ
の
中
で
︑

近
世
後
期
の
天
皇
・
朝
廷
の
歴
史
的
位
置
を
め
ぐ
っ
て
は
︑
高
埜
利
彦
氏
︑
藤
田
覚
氏
に
よ
り
︑
寛
政
～
文
化
期
を
契
機
に
幕
末
期
に
向
け
て
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自
立
・
浮
上
し
て
い
く
と
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る①
︒
そ
の
後
︑
十
九
世
紀
前
半
の
天
皇
・
朝
廷
に
関
す
る
検
討
は
進
み
︑
長
坂
良
宏
氏
は
寛

政
期
の
尊
号
一
件
に
代
表
さ
れ
る
朝
幕
間
の
軋
轢
は
文
化
期
に
一
旦
解
消
さ
れ
︑
幕
末
ま
で
継
続
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た②
︒
以

上
を
踏
ま
え
る
と
︑
十
八
世
紀
後
半
以
降
︑
天
皇
・
朝
廷
は
国
家
・
社
会
の
中
で
存
在
感
を
増
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
一
方
︑
近
世
一

般
の
幕
府
に
よ
る
朝
廷
統
制
の
あ
り
方
や
朝
幕
関
係
の
基
本
的
枠
組
み
は
少
な
く
と
も
幕
末
期
ま
で
堅
持
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る③
︒

ま
た
︑
こ
の
間
に
は
︑
朝
廷
社
会
・
制
度
に
関
す
る
研
究
も
著
し
く
進
展
し
︑
朝
廷
機
構
や
公
家
社
会
の
実
態
解
明
が
様
々
な
観
点
か
ら
進
ん

で
き
て
い
る④
︒

本
稿
が
主
と
し
て
扱
う
近
世
後
期
の
天
皇
に
関
し
て
は
︑
藤
田
氏
に
よ
っ
て
︑
光
格
・
仁
孝
・
孝
明
の
三
代
天
皇
を
同
様
の
皇
統
意
識
を
持

つ
連
続
し
た
存
在
と
捉
え
る
理
解
が
早
く
か
ら
提
示
さ
れ
て
き
た⑤
︒
だ
が
︑
氏
の
研
究
に
お
け
る
天
皇
の
位
置
づ
け
は
︑
武
家
側
の
視
座
︑
江

戸
幕
府
と
の
関
係
に
立
脚
し
た
部
分
が
大
き
く
︑
皇
位
継
承
・
後
宮
秩
序
な
ど
の
天
皇
家
内
独
自
の
論
理
が
働
く
問
題
は
十
分
に
検
討
さ
れ
て

い
な
い
︒
ま
た
︑
十
九
世
紀
以
降
に
関
し
て
は
︑
仁
孝
天
皇
に
関
す
る
専
論
が
ほ
と
ん
ど
な
い
点
も
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る⑥
︒

近
世
後
期
の
天
皇
の
特
質
と
し
て
は
︑
安
永
八
年
︵
一
七
七
九
︶
の
後
桃
園
天
皇
の
死
去
に
伴
い
閑
院
宮
家
か
ら
皇
位
を
継
承
し
た
光
格
天

皇
に
﹁
傍
系
﹂
意
識
に
基
づ
く
劣
等
感
が
あ
り
︑
そ
れ
が
積
極
的
な
朝
儀
再
興
な
ど
の
当
該
期
特
有
の
動
向
の
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る⑦
︒
こ
う
し
た
光
格
以
後
の
天
皇
の
存
在
を
考
え
る
上
で
鍵
と
な
る
人
物
が
︑
本
稿
で
取
り
上
げ
る
新
清
和
院
で
あ
る
︒
新
清
和
院
は
︑

後
桃
園
天
皇
の
皇
女
欣よ

し

子こ

と
し
て
安
永
八
年
正
月
に
誕
生
し
た
︒
同
年
十
月
の
後
桃
園
の
死
に
伴
い
︑
閑
院
宮
典す

け

仁ひ
と

親
王
の
王
子

祐
さ
ち
の

宮み
や

︵
光

格
天
皇
︶
が
後
桃
園
正
配
の
盛
化
門
院
︵
近
衛
維こ

れ

子こ

︶
を
養
母
と
し
て
践
祚
す
る
こ
と
に
な
る
が
︑
そ
の
際
に
欣
子
の
将
来
的
な
光
格
へ
の
入
内

も
確
約
し
た
と
さ
れ
る
︒
寛
政
六
年
︵
一
七
九
四
︶
に
欣
子
は
入
内
・
立
后
し
て
光
格
中
宮
の
地
位
に
上
り
︑
文
政
三
年
︵
一
八
二
〇
︶
に
皇
太

后
に
転
任
︑
天
保
十
一
年
︵
一
八
四
〇
︶
の
光
格
の
死
を
受
け
て
︑
翌
十
二
年
︵
一
八
四
一
︶
に
女
院
号
宣
下
を
受
け
て
新
清
和
院
と
称
し
た⑧
︒

光
格
が
皇
位
を
継
承
し
た
こ
と
で
︑
皇
統
が
﹁
閑
院
宮
系
﹂
へ
と
移
行
す
る
中
で
︑
新
清
和
院
は
中
御
門
天
皇
か
ら
後
桃
園
天
皇
に
至
る
従
来

の
血
統
を
そ
の
後
の
皇
統
に
残
す
可
能
性
を
持
っ
た
こ
と
か
ら
︑
当
時
の
天
皇
家
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た⑨
︒
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一
方
︑
天
皇
家
の
女
性
や
御
所
の
奥
向
に
勤
仕
し
た
女
官
を
め
ぐ
っ
て
は
︑
内
親
王
・
女
院
や
後
宮
の
女
房
・
女
中
の
存
在
形
態
が
そ
れ
ぞ

れ
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た⑩
︒
近
世
の
女
官
の
中
で
︑
典
侍
・
掌
侍
は
所
生
皇
子
が
皇
位
を
継
承
す
る
こ
と
で
天
皇
生
母
の
立
場
を
得
て
天
皇
の

家
族
と
し
て
の
待
遇
を
受
け
る
可
能
性
を
有
し
︑
女
院
号
宣
下
を
受
け
て
女
院
と
な
る
者
も
い
た
︒
こ
う
し
た
朝
廷
内
の
女
性
に
焦
点
を
当
て

た
研
究
は
︑
奥
向
の
観
点
か
ら
各
時
期
の
天
皇
を
捉
え
直
す
上
で
重
要
な
視
角
を
提
供
す
る
︒
近
年
で
は
︑
各
時
期
の
天
皇
と
女
院
・
後
宮
女

房
と
の
関
係
︑
さ
ら
に
奥
の
動
向
が
朝
廷
運
営
へ
与
え
た
影
響
な
ど
の
観
点
か
ら
研
究
が
進
み
つ
つ
あ
る
︒
十
七
世
紀
段
階
を
対
象
と
し
た
研

究
で
は
︑
将
軍
家
か
ら
入
内
し
た
東
福
門
院
の
動
向
を
中
心
に
女
院
御
所
の
構
造
や
奥
へ
の
影
響
な
ど
が
解
明
さ
れ
た⑪
︒
ま
た
︑
石
田
俊
氏
は
︑

十
七
世
紀
後
半
頃
か
ら
天
皇
生
母
と
な
っ
た
後
宮
女
房
と
そ
の
外
戚
勢
力
に
よ
る
朝
廷
政
務
へ
の
関
与
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
︑
十
八
世
紀

中
葉
の
桜
町
天
皇
の
改
革
に
よ
っ
て
外
戚
が
朝
廷
運
営
か
ら
排
除
さ
れ
た
過
程
を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
て
い
る⑫
︒
さ
ら
に
︑
上
皇
不
在
の
宝
暦

期
の
朝
廷
で
は
︑
桃
園
天
皇
の
﹁
実
母
﹂
と
さ
れ
た
青
綺
門
院
が
意
思
決
定
に
関
与
し
た
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る⑬
︒
だ
が
︑
光
格
天
皇
即
位

以
降
の
時
期
に
関
し
て
は
︑
皇
統
を
め
ぐ
る
問
題
が
天
皇
家
内
に
顕
現
し
︑
皇
統
の
結
節
点
と
し
て
女
院
の
存
在
が
重
要
視
さ
れ
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
十
八
世
紀
後
半
以
降
の
女
院
に
関
す
る
本
格
的
な
検
討
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
︒

文
化
期
の
朝
幕
関
係
を
論
じ
た
長
坂
良
宏
氏
は
︑
中
宮
欣
子
の
仙
洞
御
所
逗
留
問
題
や
女
房
呪
詛
一
件
︑
鷹
司
政
熙
の
関
白
辞
職
を
め
ぐ
る

問
題
な
ど
を
検
討
し
︑
光
格
天
皇
が
後
桜
町
上
皇
や
新
清
和
院
︵
当
時
は
中
宮
欣
子
︶
の
存
在
を
﹁
常
に
意
識
し
︑
両
者
の
願
い
や
意
向
に
は
最

大
限
の
配
慮
・
尊
重
﹂
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る⑭
︒
ま
た
︑
当
該
期
に
は
皇
嗣
選
定
を
始
め
と
す
る
皇
位
継
承
問
題
を
め
ぐ
り
新
清
和

院
の
動
向
・
意
思
が
重
要
視
さ
れ
︑
そ
の
影
響
で
光
格
の
譲
位
表
明
が
遅
滞
す
る
状
況
に
あ
っ
た⑮
︒
光
格
天
皇
在
位
期
に
お
け
る
新
清
和
院
の

存
在
と
そ
の
影
響
力
は
無
視
で
き
な
い
も
の
で
︑
皇
位
継
承
や
後
宮
秩
序
な
ど
の
天
皇
家
内
で
発
生
し
た
問
題
へ
の
対
処
を
め
ぐ
り
天
皇
の
意

思
を
規
定
し
う
る
要
素
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
︒
だ
が
︑
新
清
和
院
は
後
桃
園
天
皇
以
前
の
血
統
を
有
す
る
最
後
の
皇
族
と
し
て
弘
化
期
ま
で

朝
廷
に
君
臨
す
る
も
の
の
︑
文
化
十
四
年
︵
一
八
一
七
︶
の
光
格
天
皇
の
譲
位
以
降
︑
仁
孝
天
皇
の
在
位
期
に
お
け
る
動
向
に
つ
い
て
は
具
体

的
な
検
討
を
欠
い
て
い
る
︒
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※『系図纂要』1・2（名著出版、1973年）、米田雄介監修・井筒清次編著『天皇家全系図』（河出書
房新社、2018年）をもとに作成した。

※天皇名の上の丸数字は即位の順であり、本稿で言及した人物は太字で示した。

①
東
山
天
皇

②
中
御
門
天
皇

③
桜
町
天
皇

閑
院
宮
直
仁
親
王

櫛
笥
賀
子

（
新
崇
賢
門
院
）

近
衛
尚
子

（
新
中
和
門
院
）

姉
小
路
定
子

（
開
明
門
院
）

二
条
舎
子

（
青
綺
門
院
）

⑤
後
桜
町
天
皇

④
桃
園
天
皇

一
条
富
子

（
恭
礼
門
院
）

近
衛
維
子

（
盛
化
門
院
）

⑥
後
桃
園
天
皇

欣
子
内
親
王

（
新
清
和
院
）

勧
修
寺

子

（
東
京
極
院
）

鷹
司
繋
子

（
新
皇
嘉
門
院
）

温
仁
親
王

（
成
不
動
院
）

悦
仁
親
王

（
高
大
宮
、瑠
璃
光
院
）

⑦
光
格
天
皇

大
江
磐
代

閑
院
宮
典
仁
親
王

成
子
内
親
王

⑧
仁
孝
天
皇

安
仁
親
王

（
鍠
宮
、妙
荘
厳
院
）

鷹
司
政
通

鷹
司
祺
子

（
新
朔
平
門
院
）

鷹
司
政
煕

鷹
司
輔
平

正
親
町
雅
子

（
新
待
賢
門
院
）⑨

孝
明
天
皇

【系図】
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さ
ら
に
︑
近
年
進
展
の
著
し
い
武
家
社
会
の
奥
向
研
究
で
は
︑
将
軍
家
・
大
名
家
の
﹁
家
﹂
に
お
け
る
正
室
・
側
室
︵
妾
︶
の
役
割
・
関
係

や
そ
の
変
遷
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る⑯
︒
こ
う
し
た
武
家
社
会
の
奥
向
を
対
象
と
し
た
研
究
史
は
︑
天
皇
家
の
奥
向
︑
す
な
わ
ち
女
院
・

後
宮
女
房
の
問
題
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
う
る
︒
検
討
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
︑
武
家
の
奥
向
を
対
象
と
す
る
先
行
研
究
の

論
点
に
も
留
意
し
た
い
︒

以
上
を
踏
ま
え
︑
本
稿
で
は
︑
仁
孝
天
皇
の
在
位
期
か
つ
新
清
和
院
が
存
命
の
文
政
～
弘
化
期
を
主
な
対
象
時
期
と
し
て
︑
新
清
和
院
が
当

該
期
の
天
皇
家
・
朝
廷
内
で
ど
の
よ
う
な
地
位
を
有
し
︑
仁
孝
と
の
関
係
の
上
で
天
皇
家
内
で
生
じ
た
問
題
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の

か
検
討
す
る
︒
具
体
的
に
は
︑
仁
孝
か
ら
次
代
へ
の
皇
位
継
承
問
題
︑
さ
ら
に
天
皇
の
母
を
め
ぐ
る
女
院
と
後
宮
女
房
の
関
係
性
の
問
題
を
素

材
に
︑
当
該
期
の
新
清
和
院
が
有
し
た
特
殊
性
を
︑
先
行
研
究
が
注
目
し
て
き
た
近
世
の
他
の
女
院
と
比
較
し
つ
つ
考
察
す
る
︒
こ
れ
に
よ
り
︑

近
世
女
院
研
究
の
中
に
新
清
和
院
を
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
︑
研
究
蓄
積
の
薄
い
仁
孝
天
皇
に
関
す
る
理
解
を
も
深
化
さ
せ
た
い
と
思
う
︒

な
お
︑
本
稿
の
主
要
な
登
場
人
物
は
︑︻
系
図
︼
に
ま
と
め
た
の
で
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
︒
ま
た
︑
本
稿
で
は
近
世
に
お
け
る
天
皇
と
女
院

と
の
間
に
設
定
さ
れ
る
母
子
関
係
が
一
つ
の
論
点
を
提
供
す
る
︒
母
の
種
類
に
関
し
て
は
︑
以
下
の
よ
う
に
定
義
し
て
用
い
る
︒︵
�
︶
生

母
：
実
際
の
所
生
で
あ
る
場
合
︑︵
�
︶
養
母
：
養
子
関
係
が
設
定
さ
れ
た
場
合
︑︵
�
︶
実
母
：
生
母
と
の
母
子
関
係
を
否
定
し
た
上
で
︑
新

た
に
母
子
関
係
が
設
定
さ
れ
た
場
合
︒
史
料
中
で
は
生
母
と
同
義
の
表
現
と
し
て
実
母
の
語
が
使
用
さ
れ
る
場
合
も
み
ら
れ
る
︒
よ
っ
て
︑
煩

雑
さ
を
避
け
る
た
め
︑
行
論
中
で
は
︑
実
際
の
所
生
で
あ
る
場
合
は
一
貫
し
て
生
母
の
語
を
用
い
︑︵
�
︶
の
意
味
で
用
い
る
場
合
は
﹁
実
母
﹂

と
カ
ギ
括
弧
つ
き
で
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
︒

①

高
埜
利
彦
﹁
江
戸
幕
府
の
朝
廷
支
配
﹂
︵
同
﹃
近
世
の
朝
廷
と
宗
教
﹄
吉
川
弘

文
館
︑
二
○
一
四
年
︑
初
出
一
九
八
九
年
︶
︑
藤
田
覚
﹁
寛
政
期
の
朝
廷
と
幕
府
﹂

︵
同
﹃
近
世
政
治
史
と
天
皇
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
九
九
年
︑
初
出
一
九
八
九

年
︶
︒

②

長
坂
良
宏
﹁
文
化
期
の
朝
廷
と
幕
府
﹂
︵
同
﹃
近
世
の
摂
家
と
朝
幕
関
係
﹄
吉

川
弘
文
館
︑
二
○
一
八
年
︑
初
出
二
○
一
一
年
︶︒

③

山
口
和
夫
﹁
天
皇
・
院
・
朝
廷
の
近
世
的
展
開
と
豊
臣
政
権
︑
江
戸
幕
府
﹂

︵
同
﹃
近
世
日
本
政
治
史
と
朝
廷
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
○
一
七
年
︶︑
田
中
暁
龍

﹁
近
世
の
公
家
社
会
と
幕
府
﹂︵
同
﹃
近
世
の
公
家
社
会
と
幕
府
﹄
吉
川
弘
文
館
︑

二
○
二
○
年
︶
も
同
様
の
理
解
を
示
す
︒
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④

久
保
貴
子
﹃
近
世
の
朝
廷
運
営
﹄
︵
岩
田
書
院
︑
一
九
九
八
年
︶
︑
橋
本
政
宣

﹃
近
世
公
家
社
会
の
研
究
﹄
︵
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
二
年
︶
︑
西
村
慎
太
郎
﹃
近

世
朝
廷
社
会
と
地
下
官
人
﹄
︵
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
八
年
︶
︑
田
中
暁
龍
﹃
近
世

前
期
朝
幕
関
係
の
研
究
﹄
︵
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
一
一
年
︶
︑
同
﹃
近
世
朝
廷
の
法

制
と
秩
序
﹄
︵
山
川
出
版
社
︑
二
○
一
二
年
︶
︑
村
和
明
﹃
近
世
の
朝
廷
制
度
と
朝

幕
関
係
﹄
︵
東
京
大
学
出
版
会
︑
二
○
一
三
年
︶
︑
前
掲
高
埜
﹃
近
世
の
朝
廷
と
宗

教
﹄
︑
松
澤
克
行
﹁
近
世
の
公
家
社
会
﹂
︵
﹃
岩
波
講
座
日
本
歴
史

近
世
二
﹄
岩
波

書
店
︑
二
○
一
四
年
︶
︑
佐
藤
雄
介
﹃
近
世
の
朝
廷
財
政
と
江
戸
幕
府
﹄︵
東
京
大

学
出
版
会
︑
二
○
一
六
年
︶
︑
前
掲
山
口
﹃
近
世
日
本
政
治
史
と
朝
廷
﹄︑
前
掲
長

坂
﹃
近
世
の
摂
家
と
朝
幕
関
係
﹄
︑
前
掲
田
中
﹃
近
世
の
公
家
社
会
と
幕
府
﹄︑
林

大
樹
﹃
天
皇
近
臣
と
近
世
の
朝
廷
﹄
︵
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
二
一
年
︶
な
ど
︒

⑤

藤
田
覚
﹃
幕
末
の
天
皇
﹄
︵
講
談
社
︑
二
○
一
三
年
︑
初
出
一
九
九
四
年
︶︑
同

﹃
光
格
天
皇
﹄
︵
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
︑
二
○
一
八
年
︶
︒

⑥

家
近
良
樹
﹃
幕
末
の
朝
廷

若
き
孝
明
帝
と
鷹
司
関
白

﹄
︵
中
央
公
論
新
社
︑

二
〇
〇
七
年
︶
︒

⑦

前
掲
藤
田
﹁
寛
政
期
の
朝
廷
と
幕
府
﹂
︑
前
掲
同
﹃
幕
末
の
天
皇
﹄︑
前
掲
同

﹃
光
格
天
皇
﹄
︑
同
﹃
近
世
天
皇
論

近
世
天
皇
研
究
の
意
義
と
課
題

﹄︵
清
文

堂
出
版
︑
二
○
一
一
年
︶
︒

⑧

新
清
和
院
の
略
歴
に
つ
い
て
は
︑
﹃
光
格
天
皇
実
録
﹄
第
五
巻
︵
ゆ
ま
に
書
房
︑

二
〇
〇
六
年
︶
を
参
照
し
た
︒
な
お
︑
本
稿
に
お
け
る
人
名
表
記
は
︑
初
出
時
に

別
呼
称
を
示
し
︑
行
論
中
で
は
叙
述
し
て
い
る
時
期
の
身
位
に
基
づ
い
て
表
記
す

る
︒

⑨

近
世
後
期
に
お
け
る
天
皇
家
の
血
統
転
換
に
起
因
し
て
生
じ
る
問
題
に
関
し
て

は
︑
以
前
︑
天
皇
家
の
葬
制
を
素
材
に
検
討
を
行
っ
た
︵
拙
稿
﹁
近
世
天
皇
家
の

葬
制
の
変
容
と
泉
涌
寺

女
院
・
皇
子
女
死
去
時
の
対
応
を
中
心
に

﹂﹃
日
本

史
研
究
﹄
七
〇
四
︑
二
〇
二
一
年
︶︒

⑩

前
掲
久
保
﹃
近
世
の
朝
廷
運
営
﹄︑
同
﹁
近
世
の
内
親
王
と
女
院
﹂︵
﹃
歴
史
と

地
理
﹄
六
〇
〇
︑
二
〇
〇
六
年
︶︑
同
﹁
近
世
天
皇
家
の
女
性
た
ち
﹂︵﹃
近
世
の

天
皇
・
朝
廷
研
究
﹄
二
︑
二
〇
〇
九
年
︶︑
高
橋
博
﹃
近
世
の
朝
廷
と
女
官
制
度
﹄

︵
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
九
年
︶︒

⑪

久
保
貴
子
﹃
徳
川
和
子
﹄︵
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
八
年
︶︑
石
田
俊
﹁
霊
元
天

皇
の
奥
と
東
福
門
院
﹂︵
同
﹃
近
世
公
武
の
奥
向
構
造
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
二

一
年
︑
初
出
二
○
一
一
年
︶︑
村
和
明
﹁
近
世
朝
廷
の
制
度
化
と
幕
府

東
福
門

院
和
子
の
御
所
を
中
心
に

﹂︵﹃
日
本
史
研
究
﹄
六
一
八
︑
二
○
一
四
年
︶︒

⑫

石
田
俊
﹁
近
世
中
期
の
朝
廷
運
営
と
外
戚
﹂︵
前
掲
﹃
近
世
公
武
の
奥
向
構
造
﹄

初
出
二
○
一
〇
年
︶︑
同
﹁
近
世
朝
廷
に
お
け
る
意
思
決
定
の
構
造
と
展
開

﹁
表
﹂
と
﹁
奥
﹂
の
関
係
を
中
心
に

﹂︵
同
上
︑
初
出
二
○
一
四
年
︶
︒

⑬

渡
邊
雄
俊
﹁
青
綺
門
院
と
宝
暦
事
件

江
戸
時
代
に
お
け
る
女
院
研
究
に
寄
せ

て

﹂︵﹃
書
陵
部
紀
要
﹄
四
九
︑
一
九
九
七
年
︶︑
同
﹁
近
世
の
女
院
に
つ
い
て

青
綺
門
院
を
中
心
に

﹂︵﹃
近
世
の
天
皇
・
朝
廷
研
究
﹄
二
︑
二
〇
○
九
年
︶︒

⑭

前
掲
長
坂
﹁
文
化
期
の
朝
廷
と
幕
府
﹂
一
五
七
頁
︒

⑮

こ
の
点
に
つ
い
て
は
︑
別
稿
で
検
討
を
予
定
し
て
い
る
︒

⑯

膨
大
な
研
究
蓄
積
が
あ
る
が
︑
近
年
の
到
達
点
と
し
て
は
︑
福
田
千
鶴
﹃
近
世

武
家
社
会
の
奥
向
構
造
﹄︵
吉
川
弘
文
館
︑
二
○
一
八
年
︶
が
重
要
な
成
果
で
あ

り
︑
同
書
の
序
章
が
当
該
分
野
の
研
究
史
を
明
快
に
整
理
し
て
い
る
︒

文政〜弘化期の朝廷における新清和院の地位（佐藤）
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第
�
章

文
政
・
天
保
期
の
皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
動
向
と
新
清
和
院

本
章
で
は
︑
文
化
十
四
年
︵
一
八
一
七
︶
の
仁
孝
天
皇
即
位
以
降
の
皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
動
向
︑
具
体
的
に
は
︑
文
政
・
天
保
期
に
お
け
る

皇
位
継
承
構
想
の
展
開
と
仁
孝
天
皇
の
譲
位
の
意
思
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
︑
新
清
和
院
の
動
向
を
視
野
に
入
れ
て
検
討
す
る
︒

第
�
節

文
政
期
の
皇
位
継
承
構
想

ま
ず
︑
仁
孝
天
皇
即
位
後
の
天
皇
家
内
の
状
況
を
確
認
し
て
お
く
︒
文
化
十
年
︵
一
八
一
三
︶
閏
十
一
月
︑
光
格
天
皇
は
恵あ

や

仁ひ
と

親
王
︵
後
の
仁

孝
天
皇
︑
生
母
は
典
侍
勧
修
寺
婧た

だ

子こ

︶
へ
譲
位
す
る
意
向
を
所
司
代
酒
井
忠
進
に
表
明
し
︑
翌
年
八
月
に
江
戸
幕
閣
の
認
可
を
受
け
た
︒
そ
の
後
︑

朝
幕
双
方
が
譲
位
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
中
︑
文
化
十
三
年
︵
一
八
一
六
︶
に
中
宮
欣
子
が
第
二
皇
子
高
貴

あ

て

の

宮み
や

を
出
産
す
る
と
い
う
事
態
が

起
き
る
︒
当
時
欣
子
は
三
十
代
後
半
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
︑
比
較
的
高
齢
で
の
出
産
で
あ
り
︑
寛
政
十
二
年
︵
一
八
〇
〇
︶
以
降
︑

欣
子
の
懐
妊
・
出
産
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
︑
高
貴
宮
の
誕
生
は
驚
き
を
以
て
受
け
止
め
ら
れ
た
︒
ま
た
︑
光
格
の
即
位
は
後
桃
園

天
皇
の
皇
女
で
あ
る
欣
子
と
の
婚
姻
関
係
が
前
提
に
あ
り①
︑
従
来
の
血
統
維
持
を
念
頭
に
︑
欣
子
の
所
生
皇
子
を
皇
嗣
と
す
る
こ
と
が
第
一
に

構
想
さ
れ
て
い
た
と
い
う
︒
後
宮
女
房
を
所
生
と
す
る
恵
仁
親
王
へ
の
譲
位
を
既
定
路
線
と
し
た
ば
か
り
の
朝
廷
は
︑
高
貴
宮
の
処
遇
と
い
う

新
た
な
問
題
に
直
面
し
た
の
で
あ
る
︒

こ
の
際
は
︑
既
に
譲
位
の
準
備
が
朝
幕
双
方
で
進
行
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
か
︑
高
貴
宮
の
誕
生
を
受
け
て
皇
嗣
の
変
更
が

行
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
︑
恵
仁
親
王
が
文
化
十
四
年
三
月
に
仁
孝
天
皇
と
し
て
即
位
し
た
︒
だ
が
︑
文
政
四
年
︵
一
八
二
一
︶
の
武
家
伝
奏
の

日
記
に
は
︑
高
貴
宮
を
﹁
往
々
儲
皇
可
及
御
沙
汰
︑
両(

光
格
・
仁
孝
)

御
所
様
被
思
召
﹂
と
み
え
る②
︒
仁
孝
即
位
後
の
朝
廷
上
層
部
で
は
︑
欣
子
所
生
か
つ
仁

孝
実
弟
で
あ
る
高
貴
宮
へ
の
将
来
的
な
皇
位
継
承
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
︒
仁
孝
自
身
も
︑
文
化
四
年
に
関
白
鷹
司
政

熙
よ
り
﹁
勿
論
中(

欣
子
)宮

御
実
子
ニ
被
相
定
﹂
旨
が
武
家
伝
奏
へ
伝
え
ら
れ
︑﹁
中
宮
為
御
実
子
御
継
体
御
治
定
﹂
と
中
宮
欣
子
の
﹁
実
子
﹂
と
す
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る
こ
と
に
よ
っ
て
皇
嗣
の
地
位
に
つ
い
て
い
た③
︒
こ
の
よ
う
に
︑
十
九
世
紀
以
降
に
本
格
化
す
る
光
格
天
皇
か
ら
次
代
へ
の
皇
位
継
承
に
お
い

て
は
︑
欣
子
の
所
生
皇
子
の
冊
立
が
最
優
先
と
さ
れ
︑
そ
れ
が
不
可
能
な
場
合
は
彼
女
と
の
母
子
関
係
の
設
定
が
重
視
さ
れ
て
い
た
︒
以
上
を

踏
ま
え
︑
文
政
期
の
中
宮
欣
子
の
身
位
に
関
す
る
動
向
を
検
討
し
た
い
︒
仁
孝
即
位
直
後
の
文
化
十
四
年
九
月
︑
中
宮
欣
子
へ
の
皇
太
后
宣
下

が
朝
幕
間
で
議
論
さ
れ
た
︒
武
家
伝
奏
山
科
忠
言
の
﹃
山
科
忠
言
卿
伝
奏
記
﹄
文
化
十
四
年
九
月
二
十
五
日
条
を
次
に
示
す
︒

︻
史
料
�④
︼

一
︑
加

(大
久
保
忠
真
︑
所
司
代
)

賀
守
江
依
殿
(一
条
忠
良
)

下
命
御
用
談
之
儀
有
之
︑

中(欣
子
)宮

可
被
転
太
后
之
事
︑
先
内
談
於
虎
間
︑
申
達
覚
書
相
談
如
左
︑

中
宮
御
方

皇
太
后
ニ
令
昇
給
事
被

仰
進
之
︑
遅
速
之
儀
彼
是
御
沙
汰
被
為
有
候
処
︑
国
母
之
儀
厚
御
孝
心
難
被
黙
止
候
︑
其
上
当

中
宮
者

仙(後
桜
町
上
皇
)

洞
深

思
食
ニ
而
准
后
宣
下
之
後
御
入
内
万
端
厳
重
ニ
被
遂
行
候
処
︑
此
度

御
即
位
以
後

帝
(光
格
上
皇
)

王
御
妻
之
儘
ニ
而
被
経
日
月
候
事
︑
甚
御
残
念

思
食
候
︑
加
之

帝
(仁
孝
天
皇
)

王
御
母
之
訳
相
定
候
得
者
︑
諸
臣
為
子
者
之

御
教
民
ニ
も
相
及
候
欤
︑
依
之
仙 (

光
格
上
皇
)

洞
江
も
被

仰
進
候
処
︑
目
出
度
被
遂
行
候

様
御
同
事

(マ
マ
)ニ

被

思
食
ニ
付
︑
関
東
御
事
多
御
時
節
ニ
候
得
共
被

仰
進
候
︑
尤
御
儀
式
等
ニ
ハ
不
被
拘
︑
只
御
事
実
を
被
取
計
候
御
沙
汰
ニ
候
︑

院
号
定
抔
之
趣
︑
陣
儀
ニ
而
本
宮
饗
御
下
行
ニ
相
及
候
儀
ハ
可
成
丈
被
略
候
御
沙
汰
ニ
候
︑
右
深

思
食
之
趣
其
許
被
熟
得
相
調
候
様
宜
有
御
計
之

由
︑
別
段
不
及
御
内
談
之
旨
関(一
条
忠
良
)

白
殿
被
命
候
事
︑

︻
史
料
�
︼
は
︑
関
白
一
条
忠
良
の
命
を
受
け
︑
武
家
伝
奏
山
科
忠
言
が
所
司
代
大
久
保
忠
真
と
内
談
を
し
た
際
の
覚
書
で
あ
る
︒
傍
線
部

で
は
︑
新
清
和
院
を
め
ぐ
り
︑
帝
王
︵
光
格
上
皇
︶
の
妻
の
ま
ま
日
月
を
経
る
の
は
残
念
な
こ
と
で
︑
こ
れ
に
加
え
帝
王
︵
仁
孝
天
皇
︶
の
母
と

し
て
の
地
位
を
定
め
る
こ
と
は
﹁
諸
臣
為
子
者
之

御
教
民
ニ
も
相
及
候
欤
﹂
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
︒
そ
の
上
で
︑
所
司
代
に
対
し
て
は
︑

儀
式
な
ど
に
拘
る
こ
と
は
せ
ず
︑﹁
院
号
定
﹂
な
ど
に
か
か
る
下
行
も
な
る
べ
く
省
略
す
る
の
で
︑
欣
子
の
皇
太
后
へ
の
転
任
を
認
め
て
ほ
し

い
と
の
旨
を
伝
達
し
て
い
る
︒
欣
子
は
入
内
と
同
時
に
中
宮
立
后
を
経
て
お
り
︑
当
初
か
ら
天
皇
の
妻
と
し
て
の
最
高
位
に
あ
っ
た
が
︑
仁
孝
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の
即
位
を
受
け
︑
天
皇
の
母
と
し
て
の
最
高
位
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
構
想
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
︒
だ
が
︑
中
宮
か
ら
皇
太
后
へ

転
任
し
た
例
は
近
例
に
な
く
︑
当
時
の
朝
廷
上
層
部
は
皇
嘉
門
院
・
安
喜
門
院
な
ど
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
事
例
を
先
例
に
願
い
出
を
行
っ
た
︒

所
司
代
は
安
喜
門
院
の
事
例
は
中
宮
か
ら
皇
后
へ
の
転
任
で
あ
る
こ
と
か
ら
先
例
の
妥
当
性
に
疑
義
を
抱
き
︑
一
時
的
に
交
渉
は
難
航
し
た
も

の
の
年
内
に
は
江
戸
幕
閣
の
承
認
を
得
た⑤
︒
最
終
的
に
︑
文
政
三
年
︵
一
八
二
〇
︶
三
月
に
欣
子
へ
の
皇
太
后
宣
下
は
実
現
す
る⑥
︒
中
宮
か
ら

皇
太
后
へ
の
転
任
は
お
よ
そ
六
百
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
っ
た⑦
︒
こ
う
し
た
異
例
の
対
応
が
な
さ
れ
た
の
は
︑
仁
孝
天
皇
の
﹁
実
母
﹂
と
し
て
の

地
位
が
強
調
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
︑
将
来
的
な
皇
位
継
承
が
構
想
さ
れ
て
い
た
高
貴
宮
の
生
母
と
し
て
︑
実
際
の
所
生
関
係
に
も
基
づ
く
天

皇
実
母
の
地
位
の
確
立
が
目
指
さ
れ
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
︒

こ
の
よ
う
に
文
政
初
年
に
仁
孝
天
皇
・
高
貴
宮
の
母
と
し
て
皇
太
后
欣
子
の
地
位
が
確
立
し
た
が
︑
実
弟
で
あ
る
高
貴
宮
へ
の
皇
位
継
承
が

構
想
さ
れ
る
中
で
︑
仁
孝
の
正
配
・
皇
子
は
ど
の
よ
う
に
遇
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
文
政
三
年
正
月
︑
仁
孝
正
配
で
あ
る
女
御
鷹
司
繋つ

な

子こ

の
懐

妊
が
判
明
し
︑
五
月
に
は
皇
子

鍠
お
さ
の

宮み
や

︵
安し

づ

仁ひ
と

親
王
︶
が
誕
生
し
た⑧
︒
近
世
に
天
皇
正
配
に
第
一
皇
子
が
誕
生
し
た
際
に
は
︑
直
後
に
親
王
宣
下

が
行
わ
れ
儲
君
に
治
定
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
︑
そ
の
よ
う
な
対
応
は
確
認
で
き
ず
︑
こ
れ
も
高
貴
宮
へ
の
皇
位
禅
譲
が
構
想
さ

れ
て
い
た
こ
と
の
傍
証
と
な
ろ
う
︒
一
方
︑
女
御
繋
子
は
皇
子
誕
生
に
伴
い
准
后
宣
下
を
受
け
て
い
る
︒
即
位
当
初
よ
り
霊
元
天
皇
が
即
位
す

る
ま
で
の
中
継
ぎ
と
さ
れ
て
い
た
十
七
世
紀
の
後
西
天
皇
の
事
例
で
は⑨
︑
正
配
で
あ
る
女
御
明
子
に
皇
子
が
誕
生
し
た
際
は
准
后
に
昇
進
し
て

い
な
い
︒
こ
の
事
例
を
踏
ま
え
る
と
︑
女
御
繋
子
へ
の
対
応
か
ら
は
︑
仁
孝
が
必
ず
し
も
中
継
ぎ
の
天
皇
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

た
わ
け
で
な
い
こ
と
が
窺
え
る
︒
光
格
の
次
代
と
し
て
正
統
な
立
場
に
あ
り
つ
つ
も
︑
後
桃
園
天
皇
以
前
の
血
統
を
維
持
す
べ
き
点
か
ら
将
来

的
な
高
貴
宮
の
皇
嗣
冊
立
が
高
い
可
能
性
を
以
て
構
想
さ
れ
て
い
た
︑
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
︒

だ
が
︑
翌
文
政
四
年
二
月
に
高
貴
宮
は
死
去
し
︑
仁
孝
天
皇
の
第
一
皇
子
で
あ
る
安
仁
親
王
ま
で
も
が
同
年
六
月
に
死
去
し
て
し
ま
う
︒
こ

の
間
の
安
仁
親
王
に
つ
い
て
は
︑
女
御
繋
子
の
実
兄
で
あ
る
左
大
臣
鷹
司
政
通
の
日
記
に
︑﹁
安
仁
親
王
今
上
第
一
皇
子
母
准
后
従
三
位
繋
子
余
妹

文
政
三
年
五
月
十
六
日
降
誕

可
惜

は
は
︑
皇
嗣
第
一
皇
子
︑
衆
民
惜
処
也
﹂
と
み
え
る
こ
と
か
ら⑩
︑
高
貴
宮
の
死
去
後
に
は
皇
位
継
承
者
第
一
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
︒
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以
上
の
よ
う
に
︑
文
政
初
年
に
は
中
宮
欣
子
所
生
の
高
貴
宮
へ
の
皇
位
継
承
が
第
一
に
想
定
さ
れ
︑
次
点
に
は
仁
孝
天
皇
の
第
一
皇
子
の
安

仁
親
王
が
想
定
さ
れ
て
い
た
が
︑
皇
子
の
死
去
が
相
次
い
だ
こ
と
で
継
承
順
位
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
状
況
に
あ
っ
た
︒
だ
が
︑
最
終
的
に

当
時
の
天
皇
家
に
存
在
し
た
皇
子
は
︑
文
政
六
年
︵
一
八
二
三
︶
ま
で
に
全
て
死
去
し
て
し
ま
い
︑
加
え
て
仁
孝
天
皇
の
正
配
繋
子
ま
で
も
が

同
年
四
月
に
死
去
す
る
に
至
る
︒
文
政
期
は
新
清
和
院
の
天
皇
母
と
し
て
の
地
位
が
︑
皇
太
后
と
し
て
よ
り
強
固
な
も
の
と
し
て
確
立
す
る
一

方
︑
相
次
ぐ
皇
子
・
女
御
の
死
を
受
け
て
︑
皇
統
を
め
ぐ
る
危
機
的
状
況
が
再
度
天
皇
家
内
に
顕
現
し
た
時
期
で
あ
っ
た
︒

第
�
節

天
保
期
に
お
け
る
熙
宮
の
皇
嗣
冊
立

文
政
初
年
の
相
次
ぐ
皇
族
の
死
を
受
け
︑
光
格
上
皇
は
死
去
し
た
女
御
繋
子
の
実
妹
鷹
司
祺や

す

子こ

を
仁
孝
天
皇
の
後
室
と
し
て
入
内
さ
せ
る
方

針
を
打
ち
出
す
︒
だ
が
天
保
前
期
に
至
る
ま
で
︑
女
御
祺
子
︵
文
政
十
三
年
︵
一
八
三
〇
︶
に
准
后
宣
下
︶
に
は
︑
皇
女
一
名
︵
早
逝
︶
を
除
き
皇

子
女
が
生
誕
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
一
方
︑
後
宮
女
房
に
は
典
侍
正
親
町
雅な

お

子こ

に
皇
子
三
名
︵
一
名
は
早
逝
︶
︑
典
侍
甘
露
寺
妍き

よ

子こ

に
皇
子
一

名
︵
早
逝
︶
︑
皇
女
四
名
︵
三
名
早
逝
︶
と
皇
子
女
の
誕
生
が
相
次
い
だ⑪
︒
そ
し
て
︑
天
保
六
年
︵
一
八
三
五
︶
に
な
る
と
︑
典
侍
雅
子
所
生
の
皇

子

熙
ひ
ろ
の

宮み
や

︵
統お

さ

仁ひ
と

親
王
︑
後
の
孝
明
天
皇
︶
を
皇
嗣
に
冊
立
す
る
動
き
が
起
こ
る
︒
当
時
議
奏
を
務
め
た
広
橋
光
成
の
﹃
議
奏
御
用
光
成
記
﹄
天

保
六
年
五
月
二
十
日
条
を
次
に
示
す
︒

︻
史
料
�⑫
︼

二
十
日
︑
勅
問
衆
幷
両

(武
家
伝
奏
・
議
奏
)

役
各
相
揃
之
間
︑
其
旨
殿
(鷹
司
政
通
)

下
へ
申
入
了
︑
殿
下
被
命
云
︑
両
役
相
揃
可
参
于
八
景
間
者
︑
相
役
申(
甘
露
寺
国
長
・
徳
大
寺
実
堅
)

示
武
伝
以
非
蔵
人
相
招
申
示
︑

則
一
統
参
八
景
間
︑
殿
下
尋
常
御
座
︑
両
役
東
上
南
面
列
候
各
間
内
也
︑
熙
宮
追
々
御
生
長
︑
依
之
可
為
准

(
鷹
司
祺
子
)

后
御
養
子
︑
尤
御
実
子
御
同
様
之
思
召
候
︑

被
定
儲
君
来
八
・
九
月
之
間
立
親
王
宣
下
︑
従
仙

(光
格
上
皇
)

洞
被
仰
進
︑
従
准
后
モ
被
仰
上
候
︑
右
両
役
所
存
被
尋
下
候
︑
且
准
后
御
同
居
可
被
為
在
︑
但
親
王
宣

下
後
之
頃
迄
御
同
居
︑
花
御
殿
へ
被
為
移
候
︑
御
日
限
追
而
被
仰
出
︑
一
位
以
下
一
統
無
所
存
恐
悦
之
旨
申
入
︑
於
無
所
存
者
勅
問
人
々
可
被
問
所
存
候
︑
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小
御
所
下
段
相
構
可
申
上
旨
被
命
︑

︻
史
料
�
︼
の
傍
線
部
か
ら
は
︑
熙
宮
を
准
后
祺
子
の
養
子
︑
但
し
﹁
実
子
同
様
之
思
召
﹂
と
し
て
︑
儲
君
に
治
定
す
る
意
向
が
光
格
上
皇

よ
り
伝
え
ら
れ
︑
准
后
祺
子
の
同
意
の
下
で
そ
の
よ
う
に
治
定
し
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
の
よ
う
に
仁
孝
天
皇
の
次
代
に
即
位
す
る
皇
嗣
の
冊

立
は
光
格
上
皇
の
主
導
で
進
め
ら
れ
た
︒
な
お
こ
の
過
程
に
お
い
て
︑
新
清
和
院
の
何
ら
か
の
意
向
が
意
思
決
定
に
関
与
し
た
こ
と
は
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
︒
だ
が
︑
祺
子
の
地
位
が
﹁
実
母
﹂
で
は
な
く
︑
原
則
と
し
て
は
養
母
で
あ
り
︑
そ
の
上
で
統
仁
親
王
を
﹁
実
子
同
様
﹂

に
す
る
と
扱
わ
れ
た
点
は
︑
仁
孝
天
皇
﹁
実
母
﹂
と
し
て
の
新
清
和
院
と
の
差
別
化
が
意
識
さ
れ
て
お
り
興
味
深
い
︒

ま
た
︑
熙
宮
と
准
后
祺
子
と
の
同
居
は
﹁
親
王
宣
下
後
之
頃
迄
﹂
と
さ
れ
︑
そ
の
後
に
花
御
殿
︵
東
宮
御
殿
︶
へ
移
徙
す
る
こ
と
が
内
定
し

て
い
る
︒
こ
の
措
置
は
︑
文
化
期
に
中
宮
欣
子
と
恵
仁
親
王
の
同
居
を
め
ぐ
り
生
じ
た
問
題
が
想
起
さ
れ⑬
︑
事
前
に
一
定
の
同
居
期
間
が
設
定

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
以
上
の
内
容
は
所
司
代
を
介
し
た
江
戸
幕
閣
へ
の
内
慮
伺
い
を
経
て
認
可
さ
れ⑭
︑
熙
宮
は
同
年
九
月
に
親
王
宣
下

を
受
け
︑
統
仁
親
王
と
し
て
皇
嗣
の
地
位
に
上
っ
た⑮
︒
そ
の
後
︑
祺
子
と
の
関
係
性
の
悪
化
を
窺
わ
せ
る
よ
う
な
状
況
は
史
料
上
確
認
で
き
ず
︑

両
者
の
同
居
は
最
終
的
に
天
保
八
年
十
月
ま
で
続
い
て
い
る⑯
︒
そ
の
後
︑
天
保
十
一
︵
一
八
四
〇
︶
年
三
月
の
立
太
子
︑
同
十
五
年
︵
一
八
四

四
︶
の
元
服
を
経
て
︑
統
仁
親
王
の
皇
嗣
と
し
て
の
地
位
は
天
保
末
期
に
確
立
し
た⑰
︒

第
�
節

天
保
末
期
に
お
け
る
仁
孝
天
皇
の
譲
位
表
明
と
そ
の
断
念

統
仁
親
王
の
立
太
子
・
元
服
が
完
了
し
た
段
階
で
︑
仁
孝
天
皇
は
関
白
鷹
司
政
通
へ
譲
位
の
意
向
を
内
々
に
表
明
し
て
い
た
︒
武
家
伝
奏
日

野
資
愛
の
日
記
に
は
﹁
殿

(
鷹
司
政
通
)

下
一
昨
日
同

(
徳
大
寺
実
堅
)

役
被
命
︑
昨
日
被
申
伝
︑
文
化
十
年
後
十
一
月
二
日
一
件
手
続
︑
六
条
有
庸
卿
記
抜
書
殿
下
へ
進
入

了
﹂
と
あ
る⑱
︒
文
化
十
年
閏
十
一
月
二
日
は
光
格
譲
位
の
意
向
が
所
司
代
酒
井
忠
進
へ
表
明
さ
れ
た
日
で
︑﹃
有
庸
卿
記
﹄
同
日
条
に
は
︑
譲

位
表
明
の
経
緯
・
手
続
き
に
関
す
る
記
事
が
確
認
で
き
る⑲
︒
天
保
十
五
年
五
月
段
階
で
︑
関
白
・
武
家
伝
奏
間
で
は
光
格
天
皇
の
譲
位
表
明
手
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続
き
の
先
例
が
確
認
さ
れ
て
お
り
︑
仁
孝
の
譲
位
を
見
据
え
た
準
備
が
始
ま
っ
て
い
た
︒
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
︑
同
年
十
月
︑
関
白
と
東
坊

城
聡
長
の
間
で
仁
孝
譲
位
を
め
ぐ
る
密
議
が
な
さ
れ
た⑳
︒﹃
東
坊
城
聡
長
日
記
﹄
天
保
十
五
年
十
月
三
十
日
条
を
次
に
示
す
︒

︻
史
料
�㉑
︼

参
于
関(鷹
司
政
通
)

白
殿
︑
︵
中
略
︶
此
①

序
有
御
密
談
︑
主

(仁
孝
天
皇
)

上
御
譲
国
之
叡
慮
︑
従
去
夏
頃
有

仰
︑
東

(統
仁
親
王
)

宮
追
は
御
成
長
殊
御
岐
嶷
御
登
極
雖
可
然
︑
於
御
受
禅
ハ
院
御

所
御
修
復
准

(鷹
司
祺
子
)

后
御
随
従
︑
然
上
ハ
女

(新
清
和
院
)

院
当
時
御
在
所
可
被
移
于
他
︑
万
一
被
移
候
儀
女
院
思
召
有
之
時
ハ
︑
主
上
御
間
柄
之
処
如
何
哉
︑
主
上
御
平
日
御

至
孝
之
処
モ
損
候
様
相
成
至
于
玆
深
可
遠
慮
処
者
也
︑
仍
先
此
儘
御
在
位
︑
以
御
譲
位
之
用
途
︑
東
宮
御
在
所
被
広
御
附
米
被
増
︑

禁
中
御
庭
モ
被
広
︑

春
秋
御
遊
宴
被
為
在
候
様
可
被
計
申
哉
︑
内
密
之
御
談
也
︑
予(東
坊
城
聡
長
)

申
云
︑
女
②

院
御
間
柄
平
日
心
中
窺
所
存
也
︑
主
上
御
至
孝
伺
居
候
得
共
︑
又
於
女
院
ハ
叡

慮
之
通
ニ
モ
不
被
思
召
︑
遺
憾
此
事
ニ
候
︑
御
譲
国
被
為
在
候
上
︑
自
然
御
不
孝
之
聞
出
来
候
テ
ハ
︑
実
ニ
背
叡
慮
候
事
故
︑
主
上
長
御
在
位
ハ
御
苦
労

恐
入
候
得
共
︑
先
此
儘
御
在
位
被
為
在
候
方
︑
大
義
ニ
モ
相
叶
候
歟
︑
東
宮
御
在
所
改
御
造
立
之
事
︑
強
可
有
御
沙
汰
于
武
家
申
入
了
︑︵
後
略
︶

︻
史
料
�
︼
に
よ
る
と
︑
仁
孝
天
皇
の
譲
位
の
叡
慮
は
﹁
去
夏
頃
﹂
か
ら
伝
え
ら
れ
て
お
り
︑
関
白
鷹
司
政
通
は
統
仁
親
王
も
成
長
し
て
い

る
た
め
譲
位
を
然
る
べ
き
と
す
る
︒
し
か
し
︑
受
禅
の
た
め
に
は
仙
洞
御
所
を
修
復
す
る
必
要
が
あ
り
︑
准
后
鷹
司
祺
子
も
仙
洞
御
所
北
方
の

女
院
御
所
に
移
徙
す
る
こ
と
に
な
る
が
︑
そ
の
た
め
に
は
︑
現
在
同
所
に
居
住
し
て
い
る
新
清
和
院
の
居
所
を
他
に
移
す
必
要
が
あ
る
た
め㉒
︑

新
清
和
院
が
居
所
の
移
動
を
忌
避
す
る
意
向
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
︑
主
上
の
孝
道
が
損
な
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
遠
慮
す
べ
き
で
な

い
か
と
し
て
い
る
︵
傍
線
部
①
︶
︒

こ
れ
に
対
し
て
︑
東
坊
城
聡
長
は
新
清
和
院
と
仁
孝
天
皇
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
日
頃
か
ら
心
中
を
窺
っ
て
い
た
と
こ
ろ
︑
仁
孝
の
女
院
へ

の
﹁
御
至
孝
﹂
は
窺
え
る
も
の
の
︑
女
院
は
仁
孝
の
気
持
ち
を
理
解
し
て
お
ら
ず
遺
憾
で
あ
る
︑
と
の
認
識
を
示
し
た
︒
そ
の
上
で
︑
女
院
に

居
所
の
移
動
を
強
い
る
こ
と
で
︑
譲
位
を
不
孝
と
す
る
風
聞
が
出
て
し
ま
う
と
︑
仁
孝
の
女
院
へ
の
孝
道
を
無
下
に
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
︑

文政〜弘化期の朝廷における新清和院の地位（佐藤）
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長
期
の
在
位
は
﹁
御
苦
労
﹂
で
あ
る
が
︑
引
き
続
き
在
位
す
る
こ
と
が
﹁
大
義
﹂
に
な
る
は
ず
で
あ
る
︑
と
返
答
し
た
︵
傍
線
部
②
︶
︒

両
者
の
考
え
は
︑
今
す
ぐ
に
譲
位
を
行
う
こ
と
は
︑
仁
孝
天
皇
の
新
清
和
院
に
対
す
る
不
孝
と
し
て
認
識
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
避
け
る

べ
き
で
あ
る
︑
と
の
点
で
一
致
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
熙
宮
の
皇
嗣
治
定
時
に
新
清
和
院
の
関
与
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
︑
実
父

で
あ
る
光
格
上
皇
が
健
在
で
あ
る
段
階
で
は
︑
天
皇
家
内
で
﹁
実
母
﹂
で
あ
る
新
清
和
院
が
影
響
力
を
行
使
す
る
機
会
は
限
ら
れ
て
い
た
と
い

え
る
︒
だ
が
︑
光
格
の
死
去
に
伴
う
上
皇
の
不
在
の
状
況
下
で
は
︑
新
清
和
院
が
仁
孝
に
と
っ
て
﹁
御
至
孝
﹂
を
果
た
す
べ
き
唯
一
の
存
在
と

な
っ
た
こ
と
で
仁
孝
の
譲
位
問
題
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
︒
こ
の
時
期
以
降
︑
仁
孝
譲
位
を
め
ぐ
る
動
き
は
朝
廷
上
層
部
で
確
認
で
き
な
く

な
る
︒
こ
こ
か
ら
は
︑
東
坊
城
の
意
見
を
容
れ
た
関
白
鷹
司
政
通
が
譲
位
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
べ
く
仁
孝
へ
進
言
を
行
っ
た
こ
と
が
推
察
さ

れ
よ
う
︒

こ
の
事
例
に
つ
い
て
は
︑
藤
田
覚
氏
が
近
世
の
皇
位
継
承
の
特
質
を
述
べ
る
中
で
︑﹁
譲
位
に
は
︑
幕
府
と
の
関
係
だ
け
で
は
な
く
︑
朝
廷

内
の
関
係
か
ら
も
︑
天
皇
の
自
由
に
な
ら
な
い
こ
と
﹂
が
あ
り
︑
こ
う
し
た
状
況
を
公
家
が
﹁
御
苦
労
﹂
と
認
識
し
て
い
た
と
し
て
︑
朝
廷
内

部
の
事
情
が
皇
位
継
承
に
影
響
を
与
え
た
一
事
例
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る㉓
︒
だ
が
︑
女
院
へ
の
不
孝
と
な
る
こ
と
を
危
惧
し
た
一
連
の
措
置

は
︑
言
い
換
え
れ
ば
︑
女
院
が
死
去
し
な
い
限
り
譲
位
が
実
現
で
き
な
い
と
い
う
事
実
上
の
譲
位
の
否
定
を
意
味
す
る
︒
こ
の
よ
う
な
状
況
は

近
世
一
般
の
天
皇
と
女
院
と
の
関
係
か
ら
み
て
も
極
め
て
特
異
な
も
の
で
︑
近
世
の
皇
位
継
承
の
あ
り
方
の
一
環
と
し
て
一
般
化
で
き
る
性
格

で
は
な
い
︒
あ
く
ま
で
新
清
和
院
と
仁
孝
天
皇
と
の
関
係
に
基
づ
く
当
該
期
特
有
の
事
象
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
よ

う
に
事
実
上
の
譲
位
の
否
定
と
い
う
現
象
が
生
じ
て
い
た
天
保
末
期
に
︑
そ
の
要
因
で
あ
っ
た
新
清
和
院
は
天
皇
家
の
中
で
ど
の
よ
う
な
存
在

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
︒
次
章
以
降
で
は
︑
近
世
の
天
皇
と
女
院
の
間
に
設
定
さ
れ
た
母
子
関
係
の
観
点
か
ら
︑
当
該
期
の
新

清
和
院
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
い
︒

①

前
掲
久
保
﹃
近
世
の
朝
廷
運
営
﹄
二
二
二
～
二
二
四
頁
︒

②

﹃
山
科
忠
言
卿
伝
奏
記
﹄
七
︑
文
政
四
年
二
月
八
日
条
︵
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
︶︒

③

﹃
伊
光
記
﹄
五
︑
文
化
四
年
六
月
十
七
日
条
︵
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
謄

写
本
︶︑﹃
忠
良
公
記
﹄
一
八
︑
文
化
四
年
七
月
十
八
日
条
︵
東
京
大
学
史
料
編
纂
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所
架
蔵
謄
写
本
︑
同
﹁
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂
を
使
用
︶
︒

④

﹃
山
科
忠
言
卿
伝
奏
記
﹄
四
︑
文
化
十
四
年
九
月
二
十
五
日
条
︒
な
お
︑
本
稿

で
史
料
を
引
用
す
る
際
に
は
︑
闕
字
は
一
字
空
け
︑
平
出
は
二
字
空
け
で
示
す
︒

ま
た
︑
傍
線
・
傍
注
は
い
ず
れ
も
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
︒

⑤

﹃
山
科
忠
言
卿
伝
奏
記
﹄
四
︑
文
化
十
四
年
十
一
月
二
十
三
日
︑
十
二
月
十
七

日
条
︒

⑥

﹃
鷹
司
政
通
記
﹄
一
四
︑
文
政
三
年
三
月
七
日
条
︵
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
︶︒

⑦

近
世
以
前
に
中
宮
か
ら
皇
太
后
に
転
任
し
た
例
と
し
て
は
︑
十
四
世
紀
の
後
醍

醐
天
皇
の
正
配
で
あ
る
西
園
寺
禧
子
の
事
例
が
あ
る
が
︑
南
朝
の
事
例
で
あ
る
た

め
か
言
及
さ
れ
て
い
な
い
︒

⑧

﹃
鷹
司
政
通
記
﹄
一
四
︑
文
政
三
年
正
月
二
十
一
日
条
︑
同
一
五
︑
文
政
三
年

五
月
十
六
日
条
︒

⑨

後
西
天
皇
の
即
位
・
譲
位
に
関
す
る
政
治
的
動
向
に
つ
い
て
は
︑
野
村
玄
﹃
日

本
近
世
国
家
の
確
立
と
天
皇
﹄
︵
清
文
堂
出
版
︑
二
〇
〇
六
年
︶
を
参
照
︒

⑩

﹃
鷹
司
政
通
記
﹄
一
七
︑
文
政
四
年
六
月
九
日
条
︒

⑪

﹃
仁
孝
天
皇
実
録
﹄
第
三
巻
︵
ゆ
ま
に
書
房
︑
二
〇
〇
六
年
︶
一
五
三
一
～
三

七
︑
一
五
五
三
～
六
三
頁
︒

⑫

﹃
議
奏
御
用
光
成
記
﹄
天
保
六
年
五
月
二
十
日
条
︵
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
写
本
︶︒

⑬

﹃
伊
光
記
﹄
六
︑
文
化
五
年
六
月
二
十
八
日
︑
閏
六
月
三
日
条
︒

⑭

﹃
議
奏
御
用
光
成
記
﹄
天
保
六
年
六
月
二
十
一
日
条
︒

⑮

﹃
東
坊
城
聡
長
日
記
﹄
三
二
︑
天
保
六
年
九
月
十
八
日
条
︵
宮
内
庁
書
陵
部
所

蔵
︶︒

⑯

﹁
御
内
儀
日
記
﹂
天
保
八
年
十
月
十
六
・
二
十
六
日
条
︵﹃
孝
明
天
皇
紀
﹄
第
一
︑

平
安
神
宮
︑
一
九
六
七
年
︶︒

⑰

﹃
新
訂
増
補
国
史
大
系

公
卿
補
任
﹄
第
五
篇
︵
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
八
九
年
︶
︒

⑱

﹃
公
武
御
用
日
記
﹄
一
四
︑
天
保
十
五
年
五
月
二
十
七
日
条
︵
国
立
公
文
書
館

内
閣
文
庫
所
蔵
写
本
︑
同
﹁
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
﹂
を
使
用
︶︒

⑲

﹃
有
庸
卿
記

公
武
御
用
日
記
﹄
四
︑
文
化
十
年
閏
十
一
月
二
日
条
︵
東
北
大
学

附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
所
蔵
︶︒

⑳

東
坊
城
聡
長
が
当
時
朝
廷
運
営
に
直
接
的
に
携
わ
る
役
職
に
就
い
て
い
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
︑
関
白
鷹
司
政
通
と
譲
位
に
関
す
る
重
要
案
件
を
密
談
し
て
い
る

の
は
︑
彼
が
鷹
司
政
通
の
側
近
的
な
立
場
と
し
て
私
的
関
係
性
を
築
い
て
い
た
と

の
指
摘
が
参
考
に
な
ろ
う
︵
前
掲
家
近
﹃
幕
末
の
朝
廷
﹄︶︒

㉑

﹃
東
坊
城
聡
長
日
記
﹄
四
二
︑
天
保
十
五
年
十
月
三
十
日
条
︒

㉒

天
保
十
一
年
の
光
格
上
皇
の
死
去
に
よ
り
︑
仙
洞
御
所
は
居
住
者
が
い
な
い
状

況
が
続
い
て
い
た
が
︑
そ
の
北
方
に
位
置
す
る
女
院
御
所
に
は
新
清
和
院
が
依
然

と
し
て
居
住
し
て
い
た
︒
仁
孝
天
皇
が
譲
位
し
て
仙
洞
御
所
へ
移
徙
す
る
こ
と
に

な
る
と
︑
仁
孝
正
配
で
あ
る
祺
子
の
居
所
も
女
院
御
所
へ
移
る
た
め
︑
押
し
出
さ

れ
る
形
と
な
る
新
清
和
院
の
居
所
が
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
︒

㉓

藤
田
覚
﹁
近
世
の
皇
位
継
承
﹂︵
歴
史
学
研
究
会
編
﹃
天
皇
は
い
か
に
受
け
継

が
れ
た
か

天
皇
の
身
体
と
皇
位
継
承

﹄
績
文
堂
出
版
︑
二
○
一
九
年
︶︒

第
�
章

近
世
天
皇
・
女
院
の
母
子
関
係
と
﹁
実
母
﹂
・
外
戚

前
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
︑
光
格
上
皇
の
死
去
後
︑
新
清
和
院
は
仁
孝
天
皇
の
譲
位
︑
す
な
わ
ち
皇
位
継
承
そ
の
も
の
に
影
響
を
与
え
う
る

存
在
で
あ
っ
た
︒
こ
う
し
た
新
清
和
院
の
地
位
を
考
え
る
視
角
と
し
て
︑
天
皇
と
女
院
の
母
子
関
係
を
取
り
上
げ
た
い
︒
本
章
で
は
︑
近
世
天
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名前 女院号 所生 位階(最終)
女院号の有

無・宣下時期

准后の有無・

宣下時期

所生天皇との

母子関係
被葬寺院

園光子 壬生院 後光明天皇 従三位
○(後光明天

皇死去時)

○(後光明天

皇死去時)

△(東福門院が

養母)
泉涌寺

園国子 新広義門院 霊元天皇 従三位 ○(死去時) ○(死去時)
△(東福門院が

養母)
泉涌寺

櫛笥隆子 逢春門院 後西天皇 従三位 ○(死去時) ○(死去時)
△(東福門院が

養母)
泉涌寺

松木宗子 敬法門院 東山天皇 従三位 ○(落飾時)
○(東山天皇

即位後)
○ 清浄華院

櫛笥賀子 新崇賢門院 中御門天皇
従二位

(追贈)

○(死去翌年

に追贈)

○(死去直後

に追贈)
○ 廬山寺

姉小路定子 開明門院 桃園天皇

従三位

(桃園天皇即

位後)

○(落飾時) ×
×(青綺門院が

「実母」)
清浄華院

勧修寺婧子 東京極院 仁孝天皇

従三位

(光格天皇死

去後)

○(死去翌年

に追贈)

○(死去翌年

に追贈)

×(新清和院が

「実母」)

泉涌寺別

院雲龍院

正親町雅子 新待賢門院 孝明天皇 従三位 ○(落飾時) ○(落飾時)

△(新朔平門院

が 養 母、但 し

「実母同様」と

される)

泉涌寺

【表】 天皇生母となった後宮女房の待遇

皇
と
そ
の
母
と
の
関
係
を
類
型
化
し
︑
さ
ら
に
天
皇
生
母
と
な
っ
た
後

宮
女
房
と
の
関
係
の
中
で
︑
天
皇
﹁
実
母
﹂
と
外
戚
の
地
位
が
近
世
に

ど
の
よ
う
に
確
立
し
た
の
か
検
討
す
る
︒

第
�
節

近
世
天
皇
・
女
院
の
母
子
関
係
の
設
定

ま
ず
︑
近
世
の
天
皇
が
母
と
の
関
係
性
を
ど
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
た

の
か
確
認
す
る
︒
十
六
世
紀
末
︑
近
衛
前
子
︵
中
和
門
院
︶
が
女
御
と

し
て
後
陽
成
天
皇
に
入
内
し
た
こ
と
で
女
御
制
度
が
復
活
し
た①
︒
以
後
︑

天
皇
の
正
配
は
将
軍
家
を
出
自
と
す
る
徳
川
和
子
︵
東
福
門
院
︶
︑
天
皇

皇
女
で
あ
る
欣
子
内
親
王
︵
新
清
和
院
︶
を
例
外
と
し
て
︑
十
七
世
紀

以
降
は
摂
関
家
・
親
王
家
の
息
女
が
女
御
と
し
て
入
内
す
る
こ
と
が
通

例
化
す
る
︒
一
方
︑
当
然
の
こ
と
な
が
ら
正
配
に
皇
嗣
と
な
る
皇
子
が

誕
生
す
る
と
は
限
ら
な
い
︒
実
際
に
後
宮
女
房
の
所
生
皇
子
が
皇
位
を

継
承
す
る
こ
と
は
多
く
︑
そ
の
よ
う
な
場
合
は
︑
新
た
に
即
位
し
た
天

皇
と
前
帝
の
正
配
︑
さ
ら
に
自
ら
の
生
母
と
の
母
子
関
係
を
そ
の
都
度

設
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
︒
正
配
の
所
生
皇
子
が
皇
位
を
継
承
し
た
場

合
は
こ
う
し
た
問
題
が
生
じ
る
余
地
は
な
い
が
︑
後
宮
女
房
が
生
母
と

な
っ
た
場
合
︑
母
子
関
係
の
設
定
に
は
事
例
ご
と
に
差
異
が
生
じ
て
い

る
︒
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︻
表
︼
は
︑
女
御
制
度
の
復
活
以
後
︑
十
七
～
十
九
世
紀
に
お
い
て
天
皇
生
母
と
な
っ
た
後
宮
女
房
の
待
遇
と
自
身
の
所
生
で
あ
る
天
皇
と

の
母
子
関
係
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
こ
か
ら
は
︑
後
宮
女
房
が
天
皇
生
母
と
な
っ
た
際
に
は
︑︵
ｉ
︶
前
帝
の
正
配
が
天
皇
と
母
子
関

係
を
結
ば
ず
︑
生
母
で
あ
る
後
宮
女
房
が
実
母
と
さ
れ
る
場
合
︵
敬
法
門
院
・
新
崇
賢
門
院
︶
︑
︵
ⅱ
︶
前
帝
の
天
皇
正
配
が
養
母
と
さ
れ
る
も
の

の
︑
生
母
で
あ
る
後
宮
女
房
の
母
と
し
て
の
立
場
は
維
持
さ
れ
る
場
合
︵
壬
生
院
・
新
広
義
門
院
・
逢
春
門
院
・
新
待
賢
門
院②
︶
︑︵
ⅲ
︶
前
帝
の
正

配
が
﹁
実
母
﹂
と
さ
れ
︑
生
母
で
あ
る
後
宮
女
房
が
母
と
し
て
の
地
位
を
否
定
さ
れ
る
場
合
︵
開
明
門
院
・
東
京
極
院
︶
の
三
種
類
の
対
応
が
な

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

す
な
わ
ち
︑
前
帝
の
正
配
が
天
皇
﹁
実
母
﹂
と
さ
れ
︑
生
母
の
母
と
し
て
の
立
場
が
完
全
に
否
定
さ
れ
た
の
は
︑
桃
園
天
皇
の
生
母
で
あ
る

姉
小
路
定
子
︵
開
明
門
院
︶
と
仁
孝
天
皇
の
生
母
で
あ
る
勧
修
寺
婧
子
︵
東
京
極
院
︶
の
み
で
あ
っ
た
︒
桃
園
天
皇
の
母
を
め
ぐ
っ
て
︑
前
帝
桜

町
天
皇
の
正
配
で
あ
る
二
条
舎い

え

子こ

︵
青
綺
門
院
︶
が
﹁
実
母
﹂
と
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
︑
外
戚
を
朝
廷
運
営
か
ら
排
除
す
る
た
め
と
す
る

石
田
俊
氏
の
指
摘
が
あ
る③
︒
だ
が
︑
こ
の
よ
う
な
母
子
関
係
が
そ
の
後
の
朝
廷
内
で
ど
の
よ
う
に
定
着
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
ま
た
︑
母

と
し
て
の
地
位
が
否
定
さ
れ
た
後
宮
女
房
は
女
官
制
度
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
の
︑
そ
の
待
遇
を
め
ぐ
る

問
題
に
関
し
て
は
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
︒

実
際
に
姉
小
路
定
子
は
実
子
で
あ
る
桃
園
天
皇
の
即
位
を
受
け
て
︑
従
三
位
に
昇
進
し
て
お
り
︑
准
后
に
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
生
母
で

あ
る
こ
と
を
理
由
に
女
院
号
宣
下
を
受
け
︑
幕
府
か
ら
の
米
進
上
が
実
現
し
て
い
る④
︒
そ
の
一
方
︑
勧
修
寺
婧
子
は
晩
年
ま
で
従
三
位
へ
の
昇

進
が
控
え
ら
れ
て
い
た
が
︑
そ
の
死
後
に
は
准
后
が
贈
ら
れ
て
お
り
︑
外
戚
へ
の
追
贈
も
行
わ
れ
て
い
る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
久
保
貴
子
氏
は

近
世
の
﹁
実
母
﹂
関
係
を
﹁
青
綺
門
院

桃
園
天
皇
の
親
子
関
係
ほ
ど
︑
新
清
和
院

仁
孝
天
皇
の
親
子
関
係
が
厳
密
で
は
な
か
っ
た
﹂
と
評

価
し
て
い
る⑤
︒
し
か
し
︑
こ
れ
は
贈
位
の
み
を
根
拠
と
し
た
説
明
で
あ
り
︑
何
故
婧
子
へ
の
贈
准
后
と
外
戚
へ
の
追
贈
が
実
現
し
た
一
方
で
︑

定
子
の
場
合
は
実
現
し
な
か
っ
た
の
か
な
ど
︑
両
者
の
待
遇
や
昇
進
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
相
違
が
生
じ
た
要
因
は
不
明
と
い
え
る
︒
こ
う
し
た
観

点
は
︑﹁
実
母
﹂
で
あ
る
青
綺
門
院
・
新
清
和
院
の
朝
廷
に
お
け
る
地
位
を
検
討
す
る
上
で
も
有
効
で
あ
り
︑
両
者
の
比
較
の
上
で
考
え
る
必
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要
が
あ
ろ
う
︒

第
�
節

宝
暦
期
に
お
け
る
天
皇
﹁
実
母
﹂
・
外
戚
の
地
位
の
確
立

青
綺
門
院
・
開
明
門
院
を
め
ぐ
っ
て

本
節
で
は
︑
近
世
に
初
め
て
所
生
で
あ
る
天
皇
と
の
母
子
関
係
が
明
確
に
否
定
さ
れ
た
宝
暦
期
の
女
院
︵
青
綺
門
院
・
開
明
門
院
︶
を
対
象
に

天
皇
﹁
実
母
﹂
と
外
戚
の
地
位
の
確
立
に
つ
い
て
検
討
す
る
︒
こ
の
点
は
︑
仁
孝
天
皇
と
新
清
和
院
の
関
係
を
検
討
す
る
上
で
も
重
要
な
前
提

と
な
る
︒

宝
暦
期
の
女
院
制
度
・
母
子
関
係
の
変
化
に
つ
い
て
は
︑
久
保
氏
に
よ
り
基
礎
的
事
実
が
解
明
さ
れ
︑
そ
こ
で
は
桃
園
天
皇
の
皇
嗣
治
定
時

に
青
綺
門
院
を
桃
園
の
﹁
実
母
﹂
に
設
定
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
︑
な
ぜ
養
母
と
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
は
不
明
と
し
て
い
る⑥
︒

近
世
の
天
皇
外
戚
は
︑
天
皇
の
生
母
が
正
配
で
あ
る
場
合
は
︑
摂
関
家
も
し
く
は
親
王
家
と
な
る
例
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
︑
そ
れ
以
外
の
場
合
は

後
宮
女
房
の
里
元
で
あ
る
堂
上
公
家
が
外
戚
と
し
て
扱
わ
れ
る
︒
十
七
世
紀
中
葉
に
は
後
光
明
天
皇
・
後
西
天
皇
・
霊
元
天
皇
と
後
宮
女
房
を

生
母
に
持
つ
天
皇
︵
い
ず
れ
も
養
母
は
東
福
門
院
︶
が
三
名
在
位
し
た
が
︑
外
戚
に
対
す
る
待
遇
は
︑
い
ず
れ
も
外
祖
父
が
死
後
に
左
大
臣
が
追

贈
さ
れ
る
の
み
で
︑
朝
廷
運
営
へ
の
関
与
は
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
︒
一
方
︑
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
は
︑

東
山
天
皇
・
中
御
門
天
皇
の
両
名
が
後
宮
女
房
を
生
母
と
し
て
お
り
︑
そ
の
外
戚
は
生
前
か
ら
内
大
臣
ま
で
昇
進
し
︑
朝
廷
内
の
職
制
の
枠
組

み
外
で
朝
廷
運
営
に
お
け
る
意
思
決
定
に
干
渉
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る⑦
︒
こ
う
し
た
状
況
の
中
︑
延
享
期
に
桜
町
天
皇
の
改
革
に

よ
っ
て
正
配
が
﹁
実
母
﹂
に
設
定
さ
れ
︑
外
戚
の
朝
廷
運
営
へ
の
干
渉
が
阻
ま
れ
た
︒
だ
が
︑
こ
の
際
に
設
定
さ
れ
た
原
則
は
必
ず
し
も
確
立

し
た
と
は
言
い
が
た
く
︑
宝
暦
期
の
朝
廷
で
は
︑
天
皇
生
母
・
外
戚
の
待
遇
改
善
に
関
わ
る
動
き
が
依
然
と
し
て
確
認
で
き
る
︒

次
に
示
す
の
は
︑
柳
原
家
旧
蔵
本
に
残
る
﹃
宝
暦
四
年
外
戚
一
件
﹄
と
題
さ
れ
た
記
録
の
宝
暦
四
年
︵
一
七
五
四
︶
三
月
十
九
日
条
で
あ
る
︒

当
該
期
に
は
柳
原
光
綱
が
武
家
伝
奏
を
務
め
て
お
り
︑
そ
の
関
連
で
柳
原
家
に
お
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
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︻
史
料
�⑧
︼

十
九
日
︑
於

宮
中
摂(一
条
道
香
)

政
殿
密
は
被
命
云
︑
姉
小
路
故
宰
相
実
武
朝
臣
者

当(桃
園
天
皇
)

今
之
御
外
祖
之
儀
贈
官
之
事

御
幼
年
之
中
ニ
御
沙
汰
有
之
□(
可
ヵ
)然

候
︑

此
儀
二
条
殿
右
(宗
基
)府

江
も
去
年
内
談
︑
九
条
内(尚
実
)府

ニ
も
密
談
有
之
候
処
︑
二
条
殿
不
幸
故
︑
相
談
不
及
落
着
︑
乍
然
摂
政
之
儀
中
ニ
何
と
も
左
様
之
御
沙
汰

無
之
候
而
者
如
何
候
間
︑
猶
又
左(近
衛
内
前
)

府
江
被
申
談
︑
内
府
・
左(鷹
司
輔
平
)

大
将
ニ
も
同
意
治
定
之
上
ニ
而
︑

女(青
綺
門
院
)

院
思
召
を
も
可
被
相
窺
候
︑
此
段
兼
而
被
申
上
候
ハ
︑

光(柳
原
)綱
彼
御
所
江
参
上
可
申
上
候
事
︑
又
候
命
云
︑
右
之
通
実(姉
小
路
)
武
朝
臣
贈
官
も
有
之
候
ニ
付
而
者
︑
大(姉
小
路
定
子
)

典
侍
御
実
母
之
儀
之
間
︑
准
后

宣
下
御
沙
汰
有
之

可
然
候
哉
︑
若
不
図
関
東
よ
り
心
付
申
来
候
様
ニ
而
者
︑

御
所
向
之
御
心
付
無
之
候
様
ニ
相
聞
候
ハ
ヽ
︑
気
毒
被
存
候
故
︑
一
列
へ
被
申
談

思
(
青
綺
門
院
)
召
を

も
可
被
相
窺
欤
候
得
共
︑
此
儀
者

女
院
思
召
ニ
而
御
沙
汰
申
談
承
候
而
一
列
へ
も
談
候
︑
旁
可
宜
欤
︑
御
密
は
右
之
趣
小
督
迄
可
申
候
︑
乍
然
右
准
后

之
儀
も
摂
政
よ
り
被
相
窺
候
而
︑
可
宜
趣
候
ハ
ヽ
︑
其
通
可
被
有
御
取
斗
候
︑
是
又
女
(一
条
富
子
)
御
入
内
候
而
も
大
典
侍
准
后

宣
下
無
之
間
︑
女
御
上
座
候
︑
准

后
ニ
候
得
者
女
御
下
座
被
致
︑
左
様
之
処
も
乍
被
存
知
︑
態
被
滞
節
不
被
附
心
其
通
ニ
被
差
出
︑
女
御
を
上
座
ニ
被
着
候
様
ニ
相
聞
候
而
も
気
毒
ニ
候
︑

︵
後
略
︶

︻
史
料
�
︼
に
よ
る
と
︑
宝
暦
三
年
︵
一
七
五
三
︶
に
桃
園
天
皇
の
生
母
で
あ
る
姉
小
路
定
子
の
実
父
実
武
へ
の
贈
官
が
評
議
さ
れ
︑
摂
政

一
条
道
香
が
摂
家
衆
と
密
談
し
た
が
︑
青
綺
門
院
の
里
元
で
あ
る
二
条
家
の
当
主
宗
基
の
急
死
も
あ
り
落
着
し
な
か
っ
た
と
い
う
︒
だ
が
︑
贈

官
が
な
い
こ
と
を
道
香
は
依
然
不
審
と
し
た
た
め
︑
武
家
伝
奏
柳
原
光
綱
へ
女
院
御
所
に
参
上
し
て
青
綺
門
院
の
意
向
を
確
認
す
る
よ
う
に
命

じ
た
︒
こ
れ
に
加
え
て
︑
道
香
は
定
子
へ
の
准
后
宣
下
も
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
︑
そ
の
手
続
き
を
進
め
る
場
合
︑
摂
家
衆
へ
話
を
し

た
上
で
青
綺
門
院
の
意
向
を
聞
く
形
を
と
る
べ
き
か
︑
あ
る
い
は
青
綺
門
院
の
意
向
を
聞
い
た
上
で
摂
家
衆
へ
話
す
形
を
と
る
べ
き
か
︑
そ
れ

と
も
青
綺
門
院
へ
は
自
身
か
ら
伺
い
を
立
て
る
べ
き
な
の
か
︑
そ
の
手
続
き
に
つ
い
て
︑
小
督
局
︵
青
綺
門
院
付
の
女
房
︶
を
通
じ
て
確
認
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
︒
こ
う
し
た
動
向
が
生
じ
た
背
景
に
は
︑
桃
園
天
皇
の
女
御
で
あ
る
一
条
富
子
︵
恭
礼
門
院
︶
の
入
内
後
も
︑
定
子
が
依
然

と
し
て
桃
園
天
皇
後
宮
の
大
典
侍
の
地
位
に
あ
り
︑
席
次
の
面
で
下
座
と
な
る
こ
と
が
憂
慮
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た⑨
︒
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こ
の
よ
う
に
︑
宝
暦
期
に
は
桃
園
天
皇
と
摂
政
一
条
道
香
に
よ
っ
て
︑
自
身
の
生
母
・
外
戚
の
待
遇
改
善
が
構
想
さ
れ
︑
そ
の
実
現
の
た
め

に
は
﹁
実
母
﹂
青
綺
門
院
に
よ
る
承
認
と
働
き
か
け
と
い
う
形
式
を
と
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
そ
の
後
︑
柳
原
光
綱

は
女
院
御
所
に
参
上
し
︑
小
督
局
へ
謁
見
し
て
准
后
宣
下
に
関
す
る
道
香
の
意
向
を
伝
え
る⑩
︒
だ
が
︑
そ
の
後
青
綺
門
院
の
召
し
を
受
け
た
光

綱
へ
は
︑
天
皇
生
母
・
外
戚
の
地
位
に
関
す
る
生
前
の
桜
町
天
皇
の
叡
慮
を
遵
守
す
べ
き
旨
が
伝
え
ら
れ
︑
翌
日
に
は
道
香
へ
も
伝
達
さ
れ
た⑪
︒

こ
の
一
件
の
結
末
が
窺
え
る
﹃
宝
暦
四
年
外
戚
一
件
﹄
宝
暦
四
年
四
月
一
日
条
を
次
に
示
す
︒

︻
史
料
�⑫
︼

一
日
︑
摂
(一
条
道
香
)
政
被
命
候
趣
注
左
︑

此
間
御
返
事
之
趣
委
細
被
承
存
候
□(処
ヵ
)︑
延
享
二
年
十
月
二
日
武
家
伝
奏
通
兄
卿

頼
胤
卿

両
人
ニ
而
故
兼(
一
条
)香
公
へ
被
仰
下
候
︑

故
(
桜
町
上
皇
)
院
思
召
ニ
御
実
母
方
江
ハ
御
外

戚
ニ
ハ
不
可
被
立
事
被
申
儀
有
之
候
趣
︑
摂
政
ニ
不
被
存
知
候
︑
尤
兼
香
公
之
書
留
に
て
は
無
之
故
︑
先
頃
之
通
密
は
被
申
上
候
事
御
返
事
之
趣
ニ
付
︑

今
度
久
我
・
葉
室
へ
被
尋
合
候
処
︑
延
享
二
年
備
(牧
野
貞
通
︑
所
司
代
)

後
守
江
達
有
之
候
︑︵
中
略
︶

主(桃
園
)上
女(青
綺
門
院
)

院
御
養
子
之
事
武
辺
へ
申
達
候
儀
︑
延
享
二
年
十
月
二
日
通(久
我
)兄
・
葉
室
前
大
(頼
胤
)
納
言
︑
牧
野
備
後
守
宅
江
行
向
候
席
︑
物
語
申
候
而
︑
覚
書
相
渡
候
︑

其
覚
書
之
趣
如
左
候
︑

今
年
中

八(桃
園
天
皇
)

穂
宮
御
方
可
有
御
着
袴
可
有
候
︑
就
夫
依

思
食
に
て

准
(二
条
舎
子
)
后
御
養
子
ニ
可
被
仰
出
御
沙
汰
候
︑
末
は
迄
も
万
端
御
実
子
ニ
不
相
替
︑
二

条
家
は
御
外
戚
家
と
被
立
候
而
︑
御
実
母
方
は
ハ

︵
マ
マ
︶

御
外
戚
ニ
ハ
不
被
立

思
食
ニ
候
︑

︻
史
料
�
︼
は
︑
柳
原
光
綱
が
摂
政
一
条
道
香
へ
青
綺
門
院
の
意
向
を
伝
え
た
こ
と
を
受
け
た
道
香
の
返
答
部
分
で
あ
る
︒
桜
町
上
皇
の
意

向
と
し
て
は
﹁
御
実
母
方
江
ハ
御
外
戚
ニ
ハ
不
可
被
立
事
﹂
が
あ
っ
た
が
︑
道
香
は
そ
の
旨
を
知
ら
ず
︑
延
享
期
に
関
白
を
務
め
て
い
た
一
条

兼
香
︵
道
香
実
父
︶
の
記
録
に
も
み
え
な
い
た
め
︑
当
時
武
家
伝
奏
を
務
め
て
い
た
久
我
家
・
葉
室
家
へ
問
い
合
わ
せ
た
と
い
う
︒
そ
の
結
果
︑
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延
享
二
年
︵
一
七
四
五
︶
に
所
司
代
牧
野
貞
通
に
対
し
て
︑
武
家
伝
奏
よ
り
達
し
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た⑬
︒
中
略
部
分
以
降
に
は
︑
延
享

二
年
に
所
司
代
へ
伝
え
ら
れ
た
覚
書
が
留
め
ら
れ
て
お
り
︑
桃
園
天
皇
は
青
綺
門
院
の
養
子
だ
が
﹁
末
は
迄
も
万
端
御
実
子
ニ
不
相
替
﹂
と
さ

れ
︑
姉
小
路
家
は
﹁
外
戚
ニ
ハ
不
被
立
﹂
旨
が
幕
府
へ
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
︒
延
享
期
に
設
定
さ
れ
た
桃
園
と
青
綺
門
院

の
関
係
性
は
︑
実
子
と
変
わ
ら
な
い
待
遇
が
な
さ
れ
る
点
で
通
常
の
養
子
関
係
と
異
な
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
お
り
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
姉
小
路

家
の
外
戚
の
立
場
は
否
定
さ
れ
︑
二
条
家
を
外
戚
と
す
る
こ
と
が
朝
幕
間
で
共
有
さ
れ
て
い
た
︒
だ
が
︑
こ
う
し
た
﹁
実
母
﹂・
生
母
・
外
戚

を
め
ぐ
る
扱
い
に
つ
い
て
は
︑
幕
府
側
も
正
式
に
認
識
で
き
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
︑
翌
宝
暦
五
年
︵
一
七
五
五
︶
に
は
︑
所
司
代
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
を
受
け
て
︑
幕
府
に
対
し
て
再
度
の
報
告
が
行
わ
れ
て
い
る⑭
︒

こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
︑
宝
暦
期
に
は
︑
摂
政
一
条
道
香
の
主
導
に
よ
っ
て
︑
桃
園
天
皇
の
生
母
・
外
戚
の
待
遇
改
善
が
桃
園
﹁
実

母
﹂
青
綺
門
院
の
意
向
を
盾
と
す
る
こ
と
で
進
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
︒
だ
が
︑
青
綺
門
院
を
通
じ
て
桜
町
天
皇
の
叡
慮
が
再
確
認
さ
れ

た
こ
と
で
そ
れ
ら
が
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
そ
の
後
︑
桃
園
の
死
去
後
に
︑
姉
小
路
定
子
は
後
桜
町
天
皇
の
格
別
の
思
召
に
よ
り
女
院

号
宣
下
を
受
け
た
が⑮
︑
后
位
を
得
る
こ
と
や
外
戚
へ
の
追
贈
は
実
現
し
て
い
な
い
︒
以
上
か
ら
は
︑
延
享
期
に
定
め
ら
れ
た
桃
園
天
皇
と
青
綺

門
院
の
﹁
実
母
﹂
関
係
は
︑
必
ず
し
も
当
時
の
朝
廷
内
の
共
通
認
識
と
し
て
定
着
し
て
お
ら
ず
︑
宝
暦
期
の
一
件
を
経
て
天
皇
生
母
・
外
戚
の

地
位
は
確
立
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
︒
一
方
︑
生
母
・
外
戚
の
待
遇
改
善
と
い
う
点
で
は
︑
仁
孝
天
皇
の
生
母
で
あ
る
東
京
極
院
へ
の
贈

准
后
と
外
祖
父
へ
の
追
贈
が
天
保
期
に
実
現
し
て
い
る
︒
宝
暦
期
の
先
例
が
あ
る
中
で
︑
仁
孝
は
い
か
な
る
論
理
を
以
て
︑
生
母
・
外
戚
の
待

遇
改
善
を
実
現
し
た
の
だ
ろ
う
か
︒
次
章
で
は
︑
こ
れ
ら
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
︑
そ
の
際
に
新
清
和
院
が
果
た
し
た
役
割
に
注
目
し
た
い
︒

①

前
掲
久
保
﹃
近
世
の
朝
廷
運
営
﹄
四
四
頁
︒

②

前
章
で
み
た
よ
う
に
︑
天
保
期
に
統
仁
親
王
︵
孝
明
天
皇
︶
は
仁
孝
天
皇
の
正

配
で
あ
る
鷹
司
祺
子
︵
新
朔
平
門
院
︶
を
﹁
養
母
﹂
︑
但
し
﹁
実
母
同
様
﹂
と
し

て
皇
嗣
の
地
位
に
上
っ
た
︒
こ
の
点
か
ら
︑
新
待
賢
門
院
の
分
類
は
︵
ⅱ
︶
と

︵
ⅲ
︶
の
中
間
と
い
え
︑
明
確
な
区
別
が
難
し
い
が
︑
史
料
上
は
養
母
で
あ
る
こ

と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
た
め
︑
便
宜
的
に
︵
ⅱ
︶
に
分
類
し
た
︒
彼
女
の
位
置
づ

け
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
後
考
を
待
ち
た
い
︒

③

前
掲
石
田
﹁
近
世
朝
廷
に
お
け
る
意
思
決
定
の
構
造
と
展
開
﹂
一
四
五
頁
︒

④

母
の
地
位
を
否
定
さ
れ
た
開
明
門
院
の
待
遇
に
関
し
て
は
︑
前
掲
久
保
﹃
近
世

の
朝
廷
運
営
﹄
二
○
一
～
二
〇
六
︑
二
一
七
～
二
二
〇
頁
を
参
照
︒
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⑤

前
掲
久
保
﹃
近
世
の
朝
廷
運
営
﹄
二
七
一
頁
︒

⑥

前
掲
久
保
﹃
近
世
の
朝
廷
運
営
﹄
二
○
一
・
二
〇
二
頁
︒

⑦

石
田
俊
﹁
元
禄
期
の
朝
幕
関
係
と
綱
吉
政
権
﹂
︵
前
掲
﹃
近
世
公
武
の
奥
向
構

造
﹄
初
出
二
〇
〇
八
年
︶
︑
前
掲
同
﹁
近
世
中
期
の
朝
廷
運
営
と
外
戚
﹂︒

⑧

﹃
宝
暦
四
年
外
戚
贈
官
一
件
﹄
宝
暦
四
年
三
月
十
九
日
条
︵
西
尾
市
岩
瀬
文
庫

所
蔵
︶
︒

⑨

近
世
後
宮
の
構
造
や
女
房
・
女
官
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
は
︑
前
掲
高
橋
﹃
近

世
の
朝
廷
と
女
官
制
度
﹄
を
参
照
︒

⑩

﹃
宝
暦
四
年
外
戚
贈
官
一
件
﹄
宝
暦
四
年
三
月
二
十
二
日
条
︒

⑪

﹃
宝
暦
四
年
外
戚
贈
官
一
件
﹄
宝
暦
四
年
三
月
二
十
八
・
二
十
九
日
条
︒

⑫

﹃
宝
暦
四
年
外
戚
贈
官
一
件
﹄
宝
暦
四
年
四
月
一
日
条
︒

⑬

武
家
伝
奏
久
我
通
兄
の
日
記
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
︵﹃
通
兄
公
記
﹄

第
七
︑
延
享
二
年
十
月
五
日
条
︑
続
群
書
類
従
編
纂
会
︑
二
〇
〇
一
年
︶

⑭

﹃
広
橋
兼
胤
公
武
御
用
日
記
﹄
六
︑
宝
暦
五
年
八
月
二
十
九
日
条
︵
東
京
大
学

出
版
会
︑
二
〇
○
一
年
︶︒

⑮

前
掲
久
保
﹃
近
世
の
朝
廷
運
営
﹄
二
一
八
頁
︒

第
�
章

天
保
・
弘
化
期
に
お
け
る
新
清
和
院
の
地
位

新
清
和
院
の
女
院
と
し
て
の
特
殊
性
は
︑
①
仁
孝
天
皇
の
﹁
実
母
﹂
と
設
定
さ
れ
た
こ
と
︑
②
後
桃
園
天
皇
以
前
の
血
統
を
有
し
︑
二
度
の

立
后
を
経
て
中
宮
︑
次
い
で
皇
太
后
の
地
位
に
上
っ
た
唯
一
の
存
在
で
あ
る
こ
と
︑
の
二
点
に
集
約
さ
れ
る
︒
ま
た
︑
地
下
官
人
で
あ
る
勢
多

章
甫
の
記
し
た
﹁
思
ひ
の
儘
の
記
﹂
に
は
︑
新
清
和
院
に
尊
号
宣
下
が
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
と
の
記
事
が
確
認
で
き
る①
︒
史
料
の
性
格

か
ら
こ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
現
実
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
︑
皇
女
身
位
で
は
あ
る
も
の
の
︑
天
皇
の
正
配
へ
尊
号
が
送
ら

れ
る
可
能
性
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
異
例
と
い
え
よ
う
︒
以
上
を
前
提
に
︑
本
章
で
は
︑
天
保
期
に
仁
孝
天
皇
の
生
母
・
外
戚

の
待
遇
改
善
が
実
現
し
た
過
程
で
新
清
和
院
が
果
た
し
た
役
割
を
検
討
し
︑
前
章
で
み
た
青
綺
門
院
と
の
比
較
を
行
い
つ
つ
︑
新
清
和
院
の
地

位
の
特
質
に
つ
い
て
考
察
す
る
︒

第
�
節

天
保
期
に
お
け
る
天
皇
﹁
生
母
﹂
・
外
戚
の
待
遇
変
化
と
新
清
和
院

第
�
章
で
検
討
し
た
仁
孝
天
皇
の
新
清
和
院
へ
の
﹁
孝
道
﹂
と
い
う
論
点
を
踏
ま
え
︑
ま
ず
は
天
保
期
の
朝
廷
に
お
け
る
忠
孝
・
孝
道
に
関

す
る
動
向
を
確
認
し
て
お
き
た
い
︒
当
該
期
の
著
名
な
政
策
と
し
て
は
朝
覲
行
幸
の
再
興
が
知
ら
れ
て
い
る
︒
朝
覲
行
幸
は
天
皇
が
年
始
に
実
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父
母
へ
拝
礼
す
る
た
め
に
行
う
行
幸
で
あ
る
︒
慶
安
期
以
降
断
絶
し
た
が
︑
文
政
期
に
再
興
の
気
運
が
高
ま
り
︑
天
保
期
に
幕
府
の
財
政
支
出

に
よ
る
再
興
が
決
定
し
た
︒
結
果
的
に
光
格
上
皇
の
死
去
に
よ
り
実
現
し
な
か
っ
た
が
︑
一
連
の
動
向
は
仁
孝
か
ら
実
父
光
格
へ
の
孝
道
思
想

の
表
れ
と
評
価
さ
れ
て
い
る②
︒
ま
た
︑
当
時
の
幕
閣
が
新
規
の
財
政
支
出
を
認
め
た
背
景
に
は
︑
朝
廷
へ
将
軍
家
の
官
位
上
昇
を
求
め
る
動
き

が
あ
っ
た
と
さ
れ
︑
先
例
に
な
い
将
軍
徳
川
家
斉
の
太
政
大
臣
就
任
や
そ
の
実
父
一
橋
治
斉
の
官
位
昇
進
な
ど
が
実
現
し
て
い
る③
︒
こ
の
よ
う

に
︑
天
保
期
に
は
朝
幕
双
方
で
実
父
母
へ
の
孝
道
を
重
視
し
て
待
遇
改
善
を
図
る
動
き
が
見
て
取
れ
る④
︒
仁
孝
の
譲
位
表
明
が
事
実
上
停
止
し

た
理
由
に
︑
新
清
和
院
に
居
所
の
移
動
を
強
い
る
こ
と
を
不
孝
と
見
做
す
思
惟
様
式
が
あ
っ
た
こ
と
に
は
︑
こ
う
し
た
天
保
期
の
朝
幕
に
共
通

す
る
時
代
風
潮
と
の
関
連
も
想
定
で
き
よ
う
︒

ま
た
︑
同
時
期
の
天
皇
母
を
め
ぐ
っ
て
は
︑
仁
孝
天
皇
の
生
母
で
あ
る
勧
修
寺
婧
子
の
葬
送
儀
礼
に
関
す
る
動
向
を
以
前
指
摘
し
た⑤
︒
天
保

十
四
年
︵
一
八
四
三
︶
に
婧
子
が
死
去
し
た
際
︑
仁
孝
は
泉
涌
寺
を
婧
子
の
被
葬
寺
院
と
す
る
意
向
を
示
す
︒
当
時
は
泉
涌
寺
方
丈
が
焼
失
し

て
い
た
た
め
︑
別
院
雲
龍
院
が
被
葬
寺
院
と
さ
れ
た
も
の
の
︑
天
皇
生
母
と
し
て
女
院
に
上
っ
た
後
宮
女
房
が
泉
涌
寺
へ
葬
送
さ
れ
た
の
は
貞

享
期
以
来
の
こ
と
で
︑
天
皇
家
の
葬
制
上
の
大
き
な
転
換
で
あ
っ
た
︒
正
配
で
は
な
い
天
皇
生
母
を
死
後
の
空
間
で
も
天
皇
家
の
範
疇
に
位
置

づ
け
よ
う
と
す
る
志
向
性
は
︑
光
格
天
皇
か
ら
次
代
へ
の
皇
位
継
承
に
お
い
て
︑
新
清
和
院
の
所
生
皇
子
を
皇
嗣
に
冊
立
で
き
な
か
っ
た
こ
と

︵
後
桃
園
天
皇
以
前
の
血
統
維
持
の
断
念
︶
︑
さ
ら
に
︑
文
政
期
に
光
格
以
降
の
天
皇
と
血
縁
的
に
近
い
鷹
司
家
か
ら
仁
孝
の
後
室
を
選
定
し
︑
そ

の
所
生
皇
子
に
よ
る
皇
嗣
冊
立
が
目
指
さ
れ
る
も
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
︑
以
上
の
二
点
を
前
提
と
す
る
仁
孝
の
傍
系
意
識
が
︑
自
身
の
生
母

の
地
位
向
上
と
い
う
形
で
反
映
さ
れ
た
も
の
と
評
価
で
き
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
当
該
期
に
は
皇
統
意
識
の
側
面
で
も
︑
仁
孝
が
自
ら
の
生
母
待

遇
を
改
善
し
て
い
こ
う
と
す
る
志
向
性
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
︒

こ
れ
ら
を
念
頭
に
︑
勧
修
寺
婧
子
の
待
遇
改
善
に
関
す
る
動
向
を
検
討
す
る
︒
新
清
和
院
が
仁
孝
天
皇
の
﹁
実
母
﹂
と
さ
れ
た
こ
と
で
︑
仁

孝
と
婧
子
の
関
係
は
桃
園
天
皇
と
姉
小
路
定
子
︵
開
明
門
院
︶
の
母
子
関
係
同
様
に
否
定
さ
れ
て
い
た
︒
さ
ら
に
︑
婧
子
は
光
格
上
皇
が
死
去

す
る
ま
で
仙
洞
御
所
の
奥
に
勤
仕
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
︑
文
化
期
の
従
四
位
昇
進
以
降
︑
叙
位
が
確
認
で
き
な
く
な
る
︒
女
官
に
対
す
る
叙
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【写真】「勧修寺婧子位記」（京都大学総合博物館蔵）

※写真の掲載にあたり、色彩の調整を施している。

58 (316)



︻
史
料
�
︼

﹁
︵
包
紙
︶
婧(勧
修
寺
)
子
従
三
位
宣
下
之
状
﹂

従
四
位
下
藤
原
朝
臣
婧
子

右
可
従
三
位

中
務
︑
慈
愛
内
深
︑
淑
儀
外
充
︑
先

(光
格
上
皇
)

朝

有
敕
︑
其
實
難
表
︑ (新

清
和
院
)

太
后
有
令
︑
其
旨

甚
厚
︑
宜
加
階
級
式
示
殊
恩
︑
可
依

前
件
︑
主
者
施
行
︑

天
(
天
皇
御
璽
)

保
十
三
年
十
二
月
一
日

二
品
行
中
務
卿
韶
仁
(有
栖
川
宮
)
親
王

宣

正
四
位
下
行
中
務
大
輔
臣
卜
部(藤
井
)朝
臣
行
學

奉

正
四
位
下
行
中
務
少
輔
臣
藤
原(豊
岡
)朝
臣
隨
資

行

︵
以
下
公
卿
二
十
名
省
略
︶

制
書
如
右
︑
請
奉

制
附
外
施
行
︑
謹
言
︑

天
(
天
皇
御
璽
)

保
十
三
年
十
二
月
一
日

制
可

月
日
辰
時
正
四
位
下
行
大
外
記
兼
掃
部
頭
助
教
中(
押
小
路
)
原
朝
臣
師
徳

左(甘
露
寺
)
中
辨
愛
長

関
白
太
政
大
臣
従(
鷹
司
政
通
)

一
位
朝
臣

︵
以
下
公
卿
六
名
省
略
︶

告
従
三
位
藤
原
婧
子
奉
︑

制
書
如
右
符
至
奉
行

正
五
位
下
行
式
部
少
輔
兼
備(

牧
︑
鷹
司
家
諸
大
夫
)

前
守
義
脩

大
録
常
久

少
録

少
録

天
(天
皇
御
璽
)

保
十
三
年
十
二
月
一
日
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位
は
寛
保
三
年
︵
一
七
四
三
︶
に
再
興
さ
れ
︑
平
行
し
て
母
と
し
て
の
立
場
が
否
定
さ
れ
た
天
皇
生
母
が
女
官
制
度
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が⑥
︑
そ
の
象
徴
的
な
立
場
で
あ
っ
た
定
子
で
す
ら
︑
桃
園
の
即
位
を
受
け
て
従
三
位
に
昇
進
し
て
い
る⑦
︒
こ
の
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
︑
仁
孝
の
即
位
時
に
同
様
の
対
応
が
と
ら
れ
ず
︑
そ
の
後
も
昇
進
が
長
期
的
に
停
止
さ
れ
て
い
た
婧
子
を
め
ぐ
る
状
況
は
異
例
と

い
え
よ
う
︒
だ
が
︑
光
格
死
後
の
天
保
十
三
年
︵
一
八
四
二
︶
以
降
に
な
る
と
︑
婧
子
の
昇
進
が
再
度
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
︒︻
史
料
�⑧
︼

と
し
て
︑
京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
の
勧
修
寺
家
文
書
に
残
さ
れ
て
い
る
勧
修
寺
婧
子
へ
の
従
三
位
宣
下
位
記
の
原
史
料
︻
写
真
︼
と
翻
刻

を
示
し
た
︵
前
頁
︶
︒

︻
史
料
�
︼
で
︑
勧
修
寺
婧
子
へ
の
従
三
位
宣
下
の
経
緯
は
︑﹁
先
朝
﹂
︵
光
格
上
皇
︶
の
勅
が
あ
っ
た
た
め
︑
仁
孝
天
皇
は
位
階
昇
進
の
意

思
を
表
し
が
た
い
状
況
に
あ
っ
た
が
︑
今
回
は
﹁
太
后
﹂
︵
新
清
和
院
︶
の
令
が
あ
り
︑
そ
の
意
向
も
厚
い
た
め
と
説
明
さ
れ
る
︵
傍
線
部
︶
︒
先

例
と
な
る
姉
小
路
定
子
が
従
三
位
に
昇
進
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
︑
婧
子
の
位
階
昇
進
の
停
止
は
天
皇
生
母
と
し
て
の
立
場
の
否
定
に

基
づ
く
も
の
で
は
な
い
︒
婧
子
は
文
化
八
年
︵
一
八
一
一
︶
に
女
房
呪
詛
一
件
に
関
与
し
た
と
し
て
︑
禁
裏
御
所
の
奥
か
ら
の
退
出
を
一
時
的

に
命
じ
ら
れ
て
お
り⑨
︑
後
宮
秩
序
を
乱
し
た
過
去
の
事
件
が
尾
を
引
い
て
い
た
た
め
︑
光
格
が
そ
の
昇
進
を
憚
る
意
向
を
示
し
た
と
考
え
る
の

が
適
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
ま
た
︑︻
史
料
�
︼
は
天
皇
御
璽
が
押
印
さ
れ
て
正
式
な
位
記
と
し
て
発
給
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑

﹁
太
后
有
令
﹂
と
女
院
の
意
向
で
あ
る
こ
と
が
袖
書
部
分
に
明
示
さ
れ
て
い
る
点
で
特
異
な
文
書
形
式
を
と
る⑩
︒
こ
こ
か
ら
は
︑
婧
子
の
昇
進

を
否
定
し
て
い
た
光
格
の
叡
慮
に
対
し
て
新
清
和
院
の
意
向
と
銘
打
つ
こ
と
で
︑
自
身
の
生
母
昇
進
を
図
ろ
う
と
す
る
仁
孝
の
思
惑
を
窺
え
る
︒

さ
ら
に
︑
婧
子
へ
の
従
三
位
宣
下
が
実
現
へ
向
か
う
中
︑
幕
府
に
対
し
て
も
︑
婧
子
の
待
遇
改
善
を
求
め
る
動
き
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
︒
当
時
武
家
伝
奏
を
務
め
た
徳
大
寺
実
堅
の
﹃
徳
大
寺
実
堅
公
武
御
用
日
記
﹄
天
保
十
三
年
十
月
二
十
四
日
条
を
次
に
示
す
︒

︻
史
料
�⑪
︼

一
︑
殿
(鷹
司
政
通
)
下
於
雁
間(武
家
伝
奏
・
議
奏
)

両
役
江
内
は
被
命
︑

雲(勧
修
寺
婧
子
)

遊
院
局

就
厚

御
由
緒
︑
従

女
(新
清
和
院
)
院
厚
被

仰
進
候
趣
有
之
︑
関
東
江
被

仰
遣
︑
八
木
二
百
俵
可
被
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宛
行
候
︑
尚
又
生
涯
屋
敷
地
可
被
下
︑
右
普
請
料
従
御
台
所
銀
拾
貫
目
被
下
事
︑
是
迄
被
下
来
之
賜
物
同
様
之
事
︑

︻
史
料
�
︼
で
は
︑
幕
府
へ
勧
修
寺
婧
子
へ
の
米
二
百
俵
の
宛
行
と
生
涯
の
屋
敷
地
の
保
証
が
願
い
出
さ
れ
て
お
り
︑﹁
女
院
厚
被

仰
進

候
趣
有
之
﹂
と
こ
こ
で
も
新
清
和
院
の
意
向
に
基
づ
く
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
後
︑
翌
天
保
十
四
年
二
月
に
婧
子
は
死
去
す
る
が
︑

同
年
に
は
准
后
・
女
院
号
の
追
贈
と
外
戚
で
あ
る
勧
修
寺
家
へ
の
顕
彰
の
動
き
が
表
面
化
す
る
︒
武
家
伝
奏
日
野
資
愛
の
﹃
公
武
御
用
日
記
﹄

天
保
十
四
年
十
月
四
日
条
を
次
に
示
す
︒

︻
史
料
�⑫
︼

故(勧
修
寺
婧
子
)

三
位
局
儀
ニ
付
︑
女
(新
清
和
院
)
院
よ
り
再
三
被
仰
進
贈
准
后
宣
下
︑
門
号
・
院
号
之
中
︑
御
沙
汰
茂
可
被
為
在
︑
勧
修
寺
故
前(経
逸
)大
納
言
厚
御
由
緒
柄
︑
且
勤
労
も

有
之
︑
贈
内
大
臣
宣
下
可
被
為
在
︑
右
関
東
へ
御
内
慮
之
事
宜
取
計
︑
十
日
所(牧
野
忠
雅
)

司
代
参
上
之
節
申
聞
︑
書
取
可
相
渡
被
命
︑

︻
史
料
�
︼
か
ら
は
︑
同
年
十
月
に
勧
修
寺
婧
子
へ
の
准
后
・
女
院
号
の
追
贈
と
仁
孝
天
皇
の
外
祖
父
に
あ
た
る
故
勧
修
寺
経つ

ね

逸は
や

へ
の
贈
内

大
臣
宣
下
に
つ
い
て
関
東
へ
内
慮
伺
い
が
な
さ
れ
︑
こ
れ
ら
の
意
向
も
新
清
和
院
の
意
向
に
よ
る
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

こ
の
よ
う
に
天
保
末
期
の
生
母
・
外
戚
の
待
遇
改
善
は
︑
い
ず
れ
も
新
清
和
院
の
意
思
で
あ
る
こ
と
が
何
ら
か
の
形
で
明
示
さ
れ
た
上
で
実
現

に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
︒
他
方
で
こ
う
し
た
新
清
和
院
の
意
思
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
は
︑
朝
廷
上
層
部
で
は
疑
義
も
生

じ
て
い
た
︒
次
に
示
す
の
は
︑
当
時
右
大
弁
を
務
め
て
い
た
東
坊
城
聡
長
の
﹃
東
坊
城
聡
長
日
記
﹄
天
保
十
五
年
正
月
三
十
日
条
で
あ
る
︒

︻
史
料
�⑬
︼

三
十
日
︑
丁
酉
︑
晴
︑
従
蔵(坊
城
俊
克
)

人
弁
有
来
状
︑
従
殿
(鷹
司
政
通
)
下
及
返
答
申
了
︑
如
左
︑
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弥
御
安
康
恐
賀
候
︑
格
下
御
面
倒
相
伺
候
︑
其
迠
女
院
記
ヲ
被
称
令
旨
候
事
有
之
候
哉
︑
一
昨
年
故(
勧
修
寺
婧
子
)

三
位
局
従
三
位

宣
下
位
記
袖
書

太
(
新
清
和
院
)
后
有
令
︑
其

旨
甚
厚
︑
右
之
通
大
(桑
原
為
政
)
内
記
仰
進
候
へ
共
︑
熟
字
ニ
而
も
無
之
候
︑
但
右
袖
書
文
女
院
令
旨
事
ニ
候
哉
︑
右
之
外
令
旨
ト
被
称
候
事
有
之
候
者
承
度
候
︑
尤

於
東
宮
后
立
令
旨
候
被
称
候
得
共
︑
女
院
宮(差
脱
ヵ
)

支
如
何
哉
承
度
候
︑
殿
下
御
僉
儀
ニ
付
相
伺
候
︑
乍
御
面
倒
御
取
調
明
日
中
御
答
承
度
候
︑
仍
早
々
如
此
候

也
︑

正

(天
保
十
五
年
)月
卅
日

俊
克

右(東
坊
城
聡
長
)

大
弁
殿

予(東
坊
城
聡
長
)

考
廻
︑
東
宮
三
后
皆
称
令
旨
見
公
式
令
︑
女
院
元
被
在
后
位
令
新
称
︵
マ
マ
︶清
和
院
︑
何
異
太
后
称
令
旨
乎
︑
当
職
之
人
拘
泥
先
例
如
何
々
々
︑
猶
又
見
名
目

鈔
東
山
左(洞
院
)
府
実

熙
公
作

令
旨
春
宮
四
宮
女
院
等
仰

如
此
︑
今
日
俊
克
為
蔵
人
弁
不
見
名
目
鈔
哉
︑
嗟
呼
可
憐
︑

︻
史
料
�
︼
は
︑
蔵
人
弁
と
女
院
御
所
別
当
を
兼
任
し
て
い
た
坊
城
俊
克
か
ら
東
坊
城
聡
長
へ
宛
て
ら
れ
た
書
状
と
︑
そ
れ
に
対
す
る
東
坊

城
の
私
見
が
記
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
︒
こ
こ
か
ら
は
︑
一
昨
年
の
勧
修
寺
婧
子
へ
の
従
三
位
宣
下
位
記
の
袖
書
に
は
﹁
太
后
﹂
の
意
思
に
よ
る

旨
が
記
さ
れ
て
い
る
と
大
内
記
桑
原
為
政
が
伝
え
て
き
た
が
︑
こ
の
袖
書
文
は
女
院
令
旨
と
い
う
扱
い
で
よ
い
の
か
︑
こ
の
他
に
令
旨
と
称
す

る
事
例
が
あ
る
の
か
︑
関
白
の
下
で
の
詮
議
を
伺
い
た
い
と
し
て
︑
坊
城
俊
克
を
通
じ
て
東
坊
城
に
対
し
て
諮
問
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

こ
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
︑
東
坊
城
は
東
宮
三
后
に
よ
る
令
は
公
式
令
に
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
︑
令
旨
と
称
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
と

の
見
解
を
示
し
て
い
る
︒
こ
う
し
た
伺
い
が
な
さ
れ
た
背
景
と
し
て
は
︑
婧
子
へ
の
贈
准
后
の
手
続
き
を
準
備
す
る
に
あ
た
り
︑
従
三
位
宣
下

が
行
わ
れ
た
時
の
位
記
が
天
皇
御
璽
が
押
印
さ
れ
つ
つ
も
︑
そ
の
内
容
と
し
て
は
女
院
の
意
思
を
示
し
た
令
旨
と
認
識
で
き
る
こ
と
が
文
書
の

起
草
に
あ
た
り
問
題
に
な
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
︑
そ
の
扱
い
や
他
の
先
例
の
有
無
が
菅
原
一
族
で
あ
り
関
白
と
も
近
し
い
東
坊
城
へ
確
認
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

そ
の
後
︑
東
坊
城
は
大
内
記
桑
原
に
対
し
て
︑﹁
故
従
三
位
藤
原
朝
臣
婧
子
薨
之
後

女
(新
清
和
院
)

院
再
応
令
旨
難
被

黙
止
之
間
︑
准
后
宮
ヲ
贈
賜
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ヘ
シ

勅
書

宣
命
令
仰
﹂
と
し
て
︑
勧
修
寺
婧
子
の
死
去
後
に
﹁
女
院
再
応
令
旨
﹂
を
黙
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
︑
贈
准
后

の
勅
書
と
宣
命
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
︑
そ
の
経
緯
を
伝
え
て
い
る⑭
︒
実
際
に
勧
修
寺
家
文
書
に
残
る
仁
孝
天
皇
宣
命
・
勅
書
を
確

認
し
て
み
る
と
︑
前
者
に
は
﹁
大
后
乃

令
乎

承
氐

栄
階
乎

授
給
此
志
加

﹂︑
後
者
に
は
﹁
依
大
后
之
令
﹂
と
の
文
言
が
そ
れ
ぞ
れ
確
認
で
き
る⑮
︒
従
三

位
宣
下
の
位
記
に
引
き
続
き
︑
贈
位
の
た
め
に
作
成
さ
れ
る
天
皇
発
給
文
書
で
あ
る
宣
命
・
勅
書
に
も
︑
新
清
和
院
の
意
思
で
あ
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒

他
方
で
︑
同
月
の
外
戚
勧
修
寺
経
逸
へ
の
贈
内
大
臣
宣
命
に
は
︑
女
院
の
意
思
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
文
言
は
確
認
で
き
ず
︑﹁
天
皇
我

詔

旨
良
万
止

故
正
二
位
藤
原
朝
臣
尓

詔
俉止

敕
命
乎

聞
食
﹂
と
仁
孝
天
皇
の
意
思
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
発
給
さ
れ
て
い
る⑯
︒
新
清
和
院
が
﹁
実
母
﹂

と
さ
れ
て
い
た
以
上
︑
勧
修
寺
家
の
外
戚
と
し
て
の
地
位
は
依
然
と
し
て
否
定
さ
れ
て
い
る
が
︑
仁
孝
の
意
思
と
い
う
形
式
を
と
る
こ
と
で
︑

十
八
世
紀
中
葉
以
前
に
な
さ
れ
て
い
た
外
戚
に
対
す
る
も
の
と
同
様
の
対
応
が
外
祖
父
へ
の
追
贈
と
い
う
形
で
実
現
し
た
の
で
あ
る
︒

以
上
の
よ
う
に
︑
天
保
十
一
年
︵
一
八
四
二
︶
の
光
格
上
皇
の
死
を
契
機
に
︑
仁
孝
天
皇
に
よ
る
生
母
・
外
戚
の
待
遇
改
善
が
進
め
ら
れ
た
︒

そ
の
過
程
で
は
︑
光
格
の
存
命
時
に
は
そ
の
意
向
に
よ
り
婧
子
の
昇
進
が
停
止
さ
れ
て
い
た
状
況
の
中
で
︑
天
皇
発
給
文
書
に
新
清
和
院
の
意

思
で
あ
る
女
院
令
旨
と
し
て
の
性
格
が
付
置
さ
れ
る
こ
と
で
︑
従
三
位
宣
下
と
贈
准
后
が
実
現
に
向
か
う
︒
こ
こ
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
︑

新
清
和
院
の
意
向
と
銘
打
た
な
け
れ
ば
︑
仁
孝
が
自
ら
の
生
母
待
遇
の
改
善
を
実
現
し
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
前
章
で
み
た
よ
う

に
︑
宝
暦
期
に
も
桃
園
天
皇
の
生
母
で
あ
る
姉
小
路
定
子
へ
の
准
后
宣
下
が
構
想
さ
れ
︑
摂
政
一
条
道
香
を
中
心
に
桃
園
﹁
実
母
﹂
で
あ
る
青

綺
門
院
へ
の
働
き
か
け
と
そ
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
模
索
さ
れ
て
い
た
が
実
現
し
な
か
っ
た
︒
青
綺
門
院
は
生
母
・
外
戚
の
地
位
を
定
め
た
桜

町
天
皇
の
叡
慮
を
遵
守
し
︑
自
ら
の
意
思
で
そ
れ
を
超
越
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
︒
一
方
で
︑
天
保
期
に
は
光
格
天
皇
の
叡
慮
を

新
清
和
院
の
意
思
が
超
越
す
る
形
で
生
母
待
遇
の
改
善
が
実
現
し
て
い
る
︒
こ
こ
に
﹁
実
母
﹂
と
い
う
共
通
項
を
持
つ
青
綺
門
院
と
新
清
和
院

と
の
相
違
が
浮
き
彫
り
と
な
ろ
う⑰
︒
す
な
わ
ち
︑
前
帝
の
叡
慮
を
超
越
す
る
形
で
生
母
・
外
戚
の
待
遇
改
善
を
果
た
し
た
点
に
︑
青
綺
門
院
と

は
異
な
る
新
清
和
院
の
特
殊
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
︒

文政〜弘化期の朝廷における新清和院の地位（佐藤）

63 (321)



こ
こ
ま
で
の
検
討
か
ら
は
︑
光
格
天
皇
在
位
期
同
様
に
仁
孝
天
皇
在
位
期
に
お
い
て
も
︑
皇
位
継
承
や
後
宮
秩
序
な
ど
の
天
皇
家
内
の
問
題

を
め
ぐ
り
新
清
和
院
が
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
れ
に
は
︑
後
桃
園
天
皇
以
前
の
血
統
を
唯
一
伝
え
る
存
在
で
あ
り
︑

光
格
以
後
の
皇
統
と
の
結
節
点
で
あ
っ
た
新
清
和
院
の
貴
種
性
が
持
つ
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
仁
孝
が
桜
町
天
皇
の
定
め
た
生

母
・
外
戚
の
地
位
︑
さ
ら
に
婧
子
の
昇
進
を
停
止
し
た
光
格
の
意
向
を
覆
し
︑
自
身
の
生
母
待
遇
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
︑
新
清
和
院
の
﹁
令

旨
﹂
と
い
う
形
式
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
︑
安
永
期
以
来
の
皇
統
の
正
統
性
を
め
ぐ
る
桎
梏
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
︒

こ
う
し
た
生
母
・
外
戚
を
め
ぐ
る
問
題
は
︑
天
皇
家
の
家
の
問
題
と
し
て
の
要
素
が
大
き
く
︑
本
来
な
ら
ば
奥
の
世
界
に
留
ま
る
は
ず
の
案

件
で
あ
る
︒
だ
が
︑
叙
位
・
追
贈
に
は
朝
廷
の
表
の
機
構
を
介
し
た
手
続
き
が
必
要
で
あ
り
︑
か
つ
屋
敷
地
や
米
進
上
は
幕
府
の
合
意
を
得
る

必
要
が
あ
る
た
め
︑
新
清
和
院
の
意
思
で
あ
る
こ
と
は
随
所
に
顕
現
し
た
︒
特
に
位
記
・
勅
書
・
宣
命
な
ど
の
天
皇
発
給
文
書
が
女
院
令
旨
と

解
さ
れ
た
点
は
︑
朝
廷
上
層
部
で
そ
の
認
識
を
め
ぐ
り
議
論
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
︑
新
清
和
院
の
特
殊
な
地
位
を
再
認
識
さ
せ
る
役
割
を
果

た
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

以
上
を
踏
ま
え
︑
天
保
末
期
の
仁
孝
天
皇
の
譲
位
表
明
の
断
念
と
い
う
事
象
を
再
考
す
る
と
︑
﹁
実
母
﹂
に
対
す
る
孝
道
意
識
の
側
面
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
︑
そ
の
直
前
の
時
期
に
︑
仁
孝
が
自
ら
の
生
母
で
あ
る
勧
修
寺
婧
子
の
待
遇
改
善
を
﹁
実
母
﹂
で
あ
る
新
清
和
院
の
意
思
を
盾

に
す
る
形
で
実
現
し
て
い
た
こ
と
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
︒
す
な
わ
ち
︑
生
母
と
外
戚
の
地
位
を
否
定
さ
れ
︑
前
帝
の
正
配
で
あ
る
女
院
を

﹁
実
母
﹂
に
持
つ
と
い
う
共
通
点
を
有
し
た
桃
園
天
皇
と
仁
孝
天
皇
が
︑
後
者
の
み
非
公
式
な
形
と
は
い
え
︑
生
母
・
外
戚
の
待
遇
改
善
を
実

現
し
得
た
の
は
︑
皇
族
か
つ
中
宮
か
ら
皇
太
后
へ
転
任
す
る
な
ど
︑
近
世
の
他
の
女
院
に
は
み
ら
れ
な
い
身
位
を
有
し
た
新
清
和
院
の
意
向
を

用
い
る
こ
と
で
︑
前
帝
の
叡
慮
を
超
越
す
る
こ
と
の
正
当
性
を
確
保
で
き
た
た
め
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
︒
だ
が
︑
父
母
へ
の
﹁
孝
道
﹂
を
説
く

天
保
期
以
降
の
時
代
風
潮
の
中
で
︑
新
清
和
院
の
意
向
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
で
自
ら
の
生
母
・
外
戚
の
待
遇
改
善
を
実
現
し
た
以
上
︑
譲
位

に
伴
い
新
清
和
院
へ
居
所
の
移
動
を
強
い
る
こ
と
は
︑﹁
実
母
﹂
へ
の
不
孝
と
広
く
認
識
さ
れ
る
危
険
性
を
内
包
し
て
お
り
︑
そ
の
可
能
性
を

危
惧
し
た
関
白
を
始
め
と
す
る
朝
廷
上
層
部
の
上
申
に
よ
っ
て
︑
譲
位
自
体
の
表
明
が
事
実
上
押
し
と
ど
め
ら
れ
て
し
ま
う
事
態
に
発
展
し
た
︒
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天
保
末
期
に
︑
在
位
中
の
天
皇
に
よ
る
譲
位
表
明
が
構
造
上
不
可
能
と
な
っ
た
現
象
は
︑
か
か
る
過
程
を
経
て
顕
現
し
た
︒

第
�
節

仁
孝
天
皇
死
去
後
の
新
清
和
院

仁
孝
天
皇
が
譲
位
を
表
明
し
得
な
い
状
況
は
弘
化
期
に
入
っ
て
か
ら
も
続
き
︑
そ
の
最
中
︑
弘
化
三
年
︵
一
八
四
六
︶
正
月
に
仁
孝
が
急
死

す
る
と
い
う
事
態
が
起
き
る
︒
こ
れ
を
受
け
て
︑
東
宮
統
仁
親
王
が
孝
明
天
皇
と
し
て
皇
位
を
継
承
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
本
章
で
は
︑
仁
孝

死
去
後
の
新
清
和
院
を
め
ぐ
る
動
向
を
み
て
い
き
た
い
︒
ま
ず
︑
新
清
和
院
の
居
住
し
た
女
院
御
所
の
弘
化
期
の
状
況
を
示
す
史
料
と
し
て
︑

関
白
鷹
司
政
通
の
﹃
鷹
司
政
通
記
草
﹄
に
留
め
ら
れ
て
い
る
覚
書
を
次
に
示
す
︒

︻
史
料
10⑱
︼

女(新
清
和
院
)

院
御
所
追
は
被
為
及
御
老
年
︑
殊
ニ
近
年
御
違
例
勝
ニ
被
為
在
候
処
︑
表
①

方
祗
候
堂
上
御
番
迚
も
無
之
︑
尤
非
常
御
手
当
者
有
之
義
ニ
候
得
共
︑
惣
躰

御
無
人
之
御
事
御
不
安
心
ニ
被

思
(孝
明
天
皇
)

食
︑
以
旁
何
与
欤
今
一
段
厚

御
孝
道
被
立
度
︑
兼
は

先
(
仁
孝
天
皇
)

帝
叡
慮
茂
被
為
在
候
御
様
子
ニ
付
︑
近
習
之
内
廿

人
斗
祗
候
被
附
進

後
(光
格
上
皇
)

院
侍
之
内
三
四
人
下
北
面
被
加
度
︑
右
人
は
御
賄
其
外
等
御
用
途
出
方
之
儀
ニ
付
︑
先
日
以
来
先
関(
鷹
司
政
通
)

白
殿
こ
再
三
御
内
談
有
之

候
由
ニ
候
処
︑
何
分
ニ
茂
御
向
御
用
途
増
ニ
相
成
候
而
者
自
ラ
御
定
高
増
ニ
茂
可
相
成
事
︑
殊
右
様
之
御
例
茂
無
之
︑
以
後
御
例
格
ニ
も
相
成
不
容
易
義

ニ
可
有
之
御
答
被
申
候
趣
︑
関
白
殿
御
尤
ニ
委
細
御
承
知
被
成
候
由
︑
然
ル
ニ
猶
茂
被
仰
出
候
者
実
之
御
斟
酌
ニ
思
召
候
得
共
︑
前
②

文
之
通
全

御
孝

道
之
御
儀
︑
其
上

女
院
御
所
先
年
よ
り
御
違
例
勝
に
て
平
常
御
平
臥
御
同
様
之
御
事
︑
猶
又
先
年

光
格
天
皇
御
凶
事
又
は
此
度
之

崩
御
ニ
付

而
茂
被
為
及
御
老
年
候
上
之
義
︑
弥
以
御
心
痛
強
御
違
例
御
快
方
ニ
茂
不
被
為
在
候
︑
平
常
堂
上
御
番
等
茂
有
之
候
得
者
自
ラ
御
心
慥
ニ
可
被

思
召
︑

左
候
ハ
ヽ
少
し
ハ

先
(仁
孝
天
皇
)

帝
叡
慮
御
安
心
茂
可
被
遊
候
︑
当

(孝
明
天
皇
)

今
御
若
年
ニ
者
被
為
在
候
得
共
︑
被

聞
食
御
手
当
被
成
進
度
︑
先
帝
思
食
之
趣
被
為
継
何

与
欤
取
斗
候
様
ニ
茂
被

思
食
候
︑
右
ニ
付
而
者

女
(新
清
和
院
)

院
御
所
最
早
御
古
稀
ニ
候
間
も
不
被
為
在
︑
何
卒

御
安
心
被
遊
候
様
於
関
白
殿
茂
如
何

様
ニ
茂
相
調
候
様
被
成
上
度
︑
此
度
祗
候
等
被
附
進
候
茂

同
御
所
御
定
高
之
内
を
以
何
れ
共
御
取
賄
之
積
︑
夫
と
も
自
然
御
取
賄
御
不
足
之
節
者

文政〜弘化期の朝廷における新清和院の地位（佐藤）
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御
孝
道
之
訳
ニ
茂
御
座
候
ニ
付
︑

禁
裏
御
所
奥
向
よ
り
可
被
足
進
様
ニ
茂
相
成
候
得
者
相
調
可
申
哉
︑
右
等
之
趣
を
以
尚
又
厚
御
勘
考
被
成
上
候
様

宜
申
入
関
白
殿
被
命
候
事
︑

︻
史
料
10
︼
が
記
さ
れ
た
経
緯
は
判
然
と
し
な
い
が
︑
武
家
伝
奏
も
し
く
は
議
奏
に
よ
り
関
白
へ
作
成
・
提
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

こ
こ
か
ら
は
︑
当
時
の
女
院
御
所
を
め
ぐ
り
﹁
表
方
祗
候
堂
上
御
番
﹂
が
お
ら
ず
︑﹁
惣
躰
御
無
人
﹂
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
窺
え
る
︒
こ
れ
は
仁
孝
天
皇
の
死
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
事
象
と
い
う
よ
り
も
︑
こ
こ
数
年
来
同
様
の
状
況
に
あ
っ
た
と
考
え
る

の
が
妥
当
な
理
解
で
あ
ろ
う
︒
こ
れ
に
対
し
て
︑
朝
廷
上
層
部
は
禁
裏
御
所
の
近
習
二
十
名
余
り
と
後
院
︵
光
格
上
皇
の
居
住
し
て
い
た
旧
仙
洞

御
所
︶
の
警
衛
に
あ
た
っ
た
侍
衆
を
数
名
︑
女
院
御
所
の
下
北
面
に
加
え
る
案
を
構
想
し
た
︵
傍
線
部
①
︶
︒
ま
た
光
格
・
仁
孝
と
数
年
の
内
に

相
次
い
だ
凶
事
に
よ
り
︑
新
清
和
院
は
﹁
以
御
心
痛
強
御
違
例
﹂
の
状
態
に
あ
り
︑﹁
平
常
堂
上
御
番
等
﹂
が
常
駐
す
れ
ば
﹁
御
心
慥
﹂
と
な

り
﹁
先
帝
叡
慮
﹂
も
安
心
す
る
と
し
て
︑
女
院
御
所
の
御
定
高
は
不
足
し
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
が
︑﹁
御
孝
道
﹂
の
実
現
の
た
め
に
禁
裏
奥

財
政
か
ら
支
出
す
べ
き
と
の
案
が
提
起
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︵
傍
線
部
②⑲
︶
︒

先
行
研
究
と
こ
こ
ま
で
の
検
討
に
よ
る
と
︑
新
清
和
院
は
皇
位
継
承
や
天
皇
家
の
奥
向
を
め
ぐ
り
朝
廷
内
で
無
視
で
き
な
い
影
響
力
を
有
し

た
存
在
で
あ
っ
た
︒
だ
が
そ
の
一
方
で
︑
同
時
期
の
新
清
和
院
を
め
ぐ
っ
て
は
︑
日
常
的
に
女
院
御
所
に
祗
候
す
る
番
衆
が
不
足
し
て
い
る
と

い
う
問
題
が
生
じ
て
い
た
︒
天
皇
家
内
の
問
題
を
処
理
す
る
際
に
新
清
和
院
の
意
思
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
比
し
て
︑
機
構
上
の
番
衆
を

め
ぐ
る
朝
廷
社
会
の
対
応
が
さ
ほ
ど
厳
格
で
な
か
っ
た
様
相
を
窺
う
こ
と
が
で
き
興
味
深
い
︒

新
清
和
院
は
後
桜
町
上
皇
の
居
住
す
る
仙
洞
御
所
へ
高
頻
度
の
御
幸
を
繰
り
返
し
た
こ
と
を
所
司
代
が
問
題
視
し
︑
朝
幕
間
で
調
停
が
な
さ

れ
た
事
例
や⑳
︑
中
宮
御
殿
の
御
門
改
築
を
め
ぐ
り
禁
裏
御
所
へ
過
度
の
要
求
を
行
い
騒
動
と
な
っ
た
事
例
な
ど㉑
︑
文
化
期
に
は
朝
廷
内
外
で
多

少
な
り
と
も
悪
評
が
立
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
︒
晩
年
に
女
院
御
所
の
御
殿
医
を
務
め
た
藤
木
典
薬
権
助
が
︑﹁
御
容
体
御
年
来
御
癇
癖

ニ
而
御
鬱
症
御
差
引
被
為

在
候
﹂
と
記
す
よ
う
に
︑
新
清
和
院
に
は
年
来
癇
癪
・
鬱
の
症
状
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り㉒
︑
先
に
述
べ
た
様
々
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な
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
背
景
に
は
精
神
的
な
問
題
も
影
響
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
︒

こ
う
し
た
状
況
の
中
︑
仁
孝
天
皇
か
ら
皇
位
を
継
承
し
た
ば
か
り
の
孝
明
天
皇
は
︑
女
院
御
所
番
衆
を
め
ぐ
る
改
革
を
打
ち
出
す
こ
と
で
︑

新
清
和
院
に
対
す
る
﹁
御
孝
道
﹂
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
︒
依
然
と
し
て
天
皇
家
内
の
論
理
に
お
い
て
︑
新
清
和
院
の
特
殊
な
地
位
が
揺
ら
ぐ

こ
と
は
な
か
っ
た
︒
後
桃
園
天
皇
以
前
の
血
統
を
有
し
︑
従
来
の
皇
統
と
の
連
続
性
を
担
保
す
る
存
在
と
し
て
︑
新
清
和
院
の
地
位
は
孝
明
天

皇
の
時
代
に
な
っ
て
も
︑
依
然
と
し
て
天
皇
家
内
で
重
要
視
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
︒

同
年
六
月
に
新
清
和
院
は
死
去
す
る
た
め
︑
実
際
の
女
院
御
所
改
革
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
︒
他
方
で
新
清
和

院
の
死
去
時
に
は
そ
の
遺
言
履
行
を
め
ぐ
る
問
題
が
生
じ
た
︒
こ
の
点
は
︑
泉
涌
寺
廟
所
に
お
け
る
陵
墓
石
塔
の
営
建
を
論
じ
た
的
場
匠
平
氏

が
既
に
言
及
し
て
い
る
が
︑
こ
こ
で
は
当
時
の
新
清
和
院
に
関
す
る
孝
明
天
皇
・
朝
廷
上
層
部
の
認
識
が
窺
え
る
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
い
︒

次
に
示
す
の
は
︑
武
家
伝
奏
徳
大
寺
実
堅
の
﹃
徳
大
寺
実
堅
武
家
伝
奏
記
録
﹄
弘
化
三
年
六
月
二
十
四
日
条
で
あ
る
︒

︻
史
料
11㉓
︼

﹁(朱
筆
首
書
)

今
廿
四
日
於
宮
中
所(酒
井
忠
義
)

司
代
江
直
達
﹂

新
清
和
院
御
事
者

後
桃
園
院
女
一
宮
殊
ニ
御
一
方
之

皇
胤
格
別
之
御
儀

光
格
天
皇
兼
は
厚

叡
慮
被
為
在
︑
御
歳
十
六
ニ
而

皇
后

宣
下
茂
被
相
済
︑

東
福
門
院
御
例
を
被
遂
︑
諸
事
御
入
念
之
御
取
扱
候
間
︑
此
度
之
御
塔
何
卒
相
成
候
儀
ニ
候
者
︑
御
小
振
ニ
而
宜
敷

御
代
は

之
形
ニ
御
造
立
候
様
︑
且
御
石
柵
之
儀
者
兼
而

女
院
被

仰
置
候
義
茂
有
之
由
︑
既

東
福
門
院
御
形
茂
候
間
被
取
建
度
と
の
御
儀
ニ
候
︑
此
段

厚
御
勘
弁
有
之
候
様
宜
敷
及
御
示
談
旨
関

(鷹
司
政
通
)

白
殿
被
命
候
事
︑

︻
史
料
11
︼
で
は
︑
泉
涌
寺
廟
所
の
石
塔
を
東
福
門
院
と
同
等
の
形
式
で
造
営
し
て
ほ
し
い
と
す
る
新
清
和
院
の
遺
言
が
︑
関
白
鷹
司
政
通

か
ら
武
家
伝
奏
徳
大
寺
実
堅
を
通
じ
て
所
司
代
酒
井
忠
義
へ
伝
え
ら
れ
て
い
る
︒
的
場
氏
に
よ
る
と
︑
所
司
代
は
朝
廷
側
の
要
望
を
受
け
入
れ
︑

文政〜弘化期の朝廷における新清和院の地位（佐藤）
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石
塔
造
立
が
進
め
ら
れ
た
が
︑
そ
の
後
も
新
清
和
院
付
の
女
房
衆
か
ら
遺
言
の
遵
守
を
求
め
た
請
願
が
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
実
際
の

遺
言
に
は
東
福
門
院
の
形
式
を
超
え
る
よ
う
な
対
応
が
要
望
さ
れ
て
い
た
が
︑
朝
廷
上
層
部
が
遺
言
を
完
全
履
行
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い

う㉔
︒
孝
明
天
皇
と
朝
廷
上
層
部
は
︑
新
清
和
院
の
石
塔
造
立
に
あ
た
り
東
福
門
院
の
格
式
を
超
越
す
る
よ
う
な
形
式
を
求
め
る
こ
と
は
し
な
い

も
の
の
︑
東
福
門
院
以
下
の
形
式
を
と
る
こ
と
は
回
避
し
て
い
る
と
も
い
え
る
︒
近
世
の
朝
幕
関
係
を
念
頭
に
置
く
と
︑
実
際
の
遺
言
が
東
福

門
院
の
形
式
を
超
越
す
る
内
容
だ
っ
た
と
し
て
も
︑
そ
の
よ
う
な
申
し
入
れ
を
幕
府
へ
行
い
得
な
か
っ
た
の
は
自
然
な
対
応
で
あ
り
︑
的
場
氏

の
推
論
は
妥
当
な
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

筆
者
が
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
︑
東
福
門
院
と
同
格
の
石
塔
造
営
を
願
い
出
る
に
あ
た
り
︑﹁
後
桃
園
院
女
一
宮
﹂
と
し
て
﹁
皇
胤
格
別

之
御
儀
﹂
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
︒
こ
こ
か
ら
は
︑
遺
言
を
幕
府
へ
伝
え
る
上
で
︑
後
桃
園
天
皇
以
前
の
血
統
を
今
に
伝

え
る
新
清
和
院
の
貴
種
性
を
強
調
し
︑
他
の
女
院
と
の
差
別
化
を
は
か
っ
た
上
で
具
体
的
な
要
請
を
行
っ
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
︒
ま
た
︑

女
院
御
所
女
房
衆
の
請
願
か
ら
は
︑
当
時
の
天
皇
家
・
朝
廷
内
で
新
清
和
院
が
東
福
門
院
を
越
え
る
格
式
を
持
つ
と
の
認
識
が
あ
る
程
度
存
在

し
た
こ
と
も
窺
え
る
︒
前
節
で
み
た
よ
う
に
︑
新
清
和
院
の
意
思
は
光
格
上
皇
の
死
後
に
︑
そ
の
叡
慮
を
超
越
し
う
る
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
て
お
り
︑
天
皇
家
の
血
統
に
起
因
す
る
貴
種
性
は
︑
近
世
に
お
け
る
女
院
の
格
式
・
序
列
を
め
ぐ
る
認
識
を
考
え
る
上
で
重
要
な
要
素
の
一

つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
の
認
識
は
あ
く
ま
で
朝
廷
内
に
留
ま
る
も
の
で
︑
幕
府
と
の
関
係
の
上
で
東
福
門
院
を
超
越
す
る
対
応
を
求

め
る
こ
と
は
こ
の
段
階
で
は
現
実
的
で
は
な
い
︒
だ
が
︑
朝
廷
内
の
認
識
は
か
な
り
強
固
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
︑
東
福
門
院
と
同
様
の
宝

篋
印
塔
と
し
て
造
立
さ
れ
た
新
清
和
院
の
石
塔
は
︑
維
新
後
に
新
清
和
院
に
仕
え
た
薙
髪
女
房
衆
の
歎
願
を
受
け
た
明
治
天
皇
の
意
向
を
受
け

て
︑
天
皇
の
九
重
塔
に
近
似
し
た
七
重
塔
の
形
式
を
以
て
︑
東
福
門
院
の
格
式
を
超
越
す
る
形
で
再
造
さ
れ
た
の
で
あ
る㉕
︒

①

﹃
思
ひ
の
儘
の
記
﹄
︵
﹃
日
本
随
筆
大
成

第
一
期

一
三
巻
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
一

九
九
三
年
︑
初
版
一
九
二
七
年
︶
︒

②

藤
田
覚
﹁
天
保
期
の
朝
廷
と
幕
府

朝
覲
行
幸
再
興
を
中
心
に

﹂︵
前
掲

﹃
近
世
政
治
史
と
天
皇
﹄
初
出
一
九
九
八
年
︶︒

③

藤
田
覚
﹁
天
保
期
の
朝
廷
と
幕
府

徳
川
家
斉
太
政
大
臣
昇
進
を
め
ぐ
っ
て

﹂︵
前
掲
﹃
近
世
天
皇
論
﹄
初
出
一
九
九
九
年
︶︒
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④

こ
の
背
景
に
は
︑
天
保
期
に
全
国
的
に
展
開
し
た
と
さ
れ
る
忠
孝
道
徳
論
な
ど

の
思
想
動
向
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
︵
辻
本
雅
史
﹃
近
世
教
育
思
想
史
の
研

究
﹄
思
文
閣
出
版
︑
一
九
九
〇
年
︶
︒

⑤

前
掲
拙
稿
﹁
近
世
天
皇
家
の
葬
制
の
変
容
と
泉
涌
寺
﹂
二
〇
～
二
四
頁
︒

⑥

前
掲
石
田
﹁
近
世
朝
廷
に
お
け
る
意
思
決
定
の
構
造
と
展
開
﹂
一
四
一
～
一
四

六
頁
︒

⑦

﹁
八
槐
記
﹂
延
享
四
年
五
月
一
日
条
︵
﹃
桜
町
天
皇
実
録
﹄
第
二
巻
︑
ゆ
ま
に
書

房
︑
二
〇
〇
六
年
︑
一
二
五
一
頁
︶
︒

⑧

﹁
勧
修
寺
婧
子
位
記
﹂
︵
勧
修
寺
家
文
書
一
九
三
︑
Ｇ
函

四
九

七
一
号
︑
京

都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
︶
︒

⑨

女
房
呪
詛
一
件
に
関
し
て
は
︑
前
掲
長
坂
﹁
文
化
期
の
朝
廷
と
幕
府
﹂
一
四
一

～
一
四
四
頁
を
参
照
︒
こ
の
事
件
で
は
︑
光
格
天
皇
の
典
侍
で
あ
る
葉
室
頼
子
・

勧
修
寺
婧
子
の
両
名
が
京
都
町
奉
行
所
の
吟
味
の
対
象
と
な
っ
た
︒
結
果
的
に
武

家
か
ら
の
処
分
こ
そ
免
れ
た
も
の
の
︑
朝
廷
上
層
部
の
判
断
に
よ
っ
て
︑
頼
子
は

奥
か
ら
の
退
出
処
分
を
受
け
︑
婧
子
も
里
元
勧
修
寺
家
で
蟄
居
と
さ
れ
︑
文
化
九

年
︵
一
八
一
二
︶
十
一
月
ま
で
出
仕
を
停
止
さ
れ
た
︒

⑩

位
記
の
一
般
的
な
古
文
書
様
式
に
関
し
て
は
︑
相
田
次
郎
﹃
日
本
の
古
文
書

下
巻
﹄
︵
岩
波
書
店
︑
一
九
五
四
年
︶
を
参
照
︒
な
お
︑
天
皇
御
璽
が
押
印
さ
れ

た
天
皇
発
給
文
書
の
形
式
を
と
る
一
方
︑
袖
書
文
に
女
院
令
旨
で
あ
る
旨
が
明
記

さ
れ
て
い
る
史
料
は
︑
現
時
点
で
は
本
稿
で
引
用
し
た
勧
修
寺
婧
子
へ
発
給
さ
れ

た
一
連
の
文
書
以
外
に
確
認
で
き
て
い
な
い
︒
こ
の
点
に
関
し
て
は
︑
今
後
新
出

史
料
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
を
含
め
て
後
考
を
待
ち
た
い
︒

⑪

﹃
徳
大
寺
実
堅
公
武
御
用
日
記
﹄
天
保
十
三
年
十
月
二
十
四
日
条
︵
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
所
蔵
写
本
︶
︒

⑫

﹃
公
武
御
用
日
記
﹄
一
三
︑
天
保
十
四
年
十
月
四
日
条
︒

⑬

﹃
東
坊
城
聡
長
日
記
﹄
四
二
︑
天
保
十
五
年
正
月
三
十
日
条
︒

⑭

﹃
東
坊
城
聡
長
日
記
﹄
四
二

天
保
十
五
年
二
月
三
日
条
︒

⑮

﹁
仁
孝
天
皇
宣
命
﹂︵
勧
修
寺
家
文
書
二
一
五
︑
Ｑ
函
Ａ
二
二
四
-六
六
〇
号
︶︑

﹁
仁
孝
天
皇
勅
書
﹂︵
同
Ｑ
函
Ａ
二
二
四
-六
六
一
号
︶︒

⑯

﹁
仁
孝
天
皇
宣
命
﹂︵
勧
修
寺
家
文
書
二
一
五
︑
Ｑ
函
Ａ
二
二
四
-六
六
二
号
︶
︒

⑰

勧
修
寺
婧
子
の
待
遇
改
善
を
め
ぐ
る
意
向
が
︑
実
際
に
新
清
和
院
か
ら
出
さ
れ

て
い
た
の
か
ど
う
か
は
︑
史
料
上
論
証
で
き
ず
︑
仁
孝
天
皇
と
朝
廷
上
層
部
が
天

皇
生
母
の
待
遇
改
善
を
進
め
る
過
程
で
︑
建
前
と
し
て
そ
の
意
向
を
利
用
し
て
い

た
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
る
︒

⑱

﹃
鷹
司
政
通
記
草
﹄
一
六
︑
弘
化
三
年
三
月
丁
間
文
書
︵
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
︶
︒

本
史
料
は
弘
化
三
年
三
月
部
分
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
丁
間
文
書
で
︑
仁
孝
天
皇

死
去
後
に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︵
傍
線
部
②
︶︑
同
年
二
～
六
月
の
間
に

関
白
に
提
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
︒

⑲

女
院
御
所
の
構
造
は
︑
十
七
世
紀
の
東
福
門
院
御
所
や
十
八
世
紀
後
半
の
女
院

御
所
財
政
な
ど
部
分
的
に
し
か
検
討
さ
れ
て
お
ら
ず
︵
前
掲
村
﹁
近
世
朝
廷
の
制

度
化
と
幕
府
﹂︑
佐
藤
雄
介
﹁
女
院
御
所
の
財
政
運
営
﹂︵
前
掲
﹃
近
世
の
朝
廷
財

政
と
江
戸
幕
府
﹄
初
出
二
○
一
四
年
︶︶︑
祗
候
す
る
堂
上
公
家
の
選
定
や
各
御
所

の
財
政
と
の
関
係
な
ど
は
︑
現
時
点
で
は
不
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
︒

⑳

前
掲
長
坂
﹁
文
化
期
の
朝
廷
と
幕
府
﹂
一
三
八
～
一
四
一
頁
︒

㉑

﹃
有
庸
卿
記

公
武
御
用
日
記
﹄
一
︑
文
化
七
年
八
月
二
十
七
日
条
︒

㉒

﹃
新
清
和
院
北
面
日
次
案
﹄
二
八
︑
弘
化
三
年
六
月
二
十
日
条
︵
宮
内
庁
書
陵

部
所
蔵
︶︒

㉓

﹃
徳
大
寺
実
堅
武
家
伝
奏
記
録
﹄
九
四
︵
二
条
往
来
︶︑
弘
化
三
年
六
月
二
十
四

日
条
︵
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
︶︒

㉔

的
場
匠
平
﹁
月
輪
陵
域
内
所
在
陵
墓
石
塔
に
見
る
近
世
天
皇
・
皇
族
の
墓
制
﹂

︵﹃
書
陵
部
紀
要

陵
墓
篇
﹄
六
九
︑
二
○
一
七
年
︶︒

㉕

﹃
日
並
記
﹄
明
治
三
年
五
月
七
日
条
︵﹁
泉
涌
寺
文
書
﹂
Ｆ

Ｍ
60

�
︑
泉
涌

寺
所
蔵
︶︑﹃
明
治
天
皇
紀
﹄
第
二
︑
明
治
三
年
六
月
十
八
日
条
︵
吉
川
弘
文
館
︑

一
九
六
九
年
︶︒

文政〜弘化期の朝廷における新清和院の地位（佐藤）
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お

わ

り

に

本
稿
の
検
討
内
容
を
ま
と
め
て
お
く
︒
仁
孝
天
皇
か
ら
次
代
へ
の
皇
位
継
承
は
︑
文
政
期
に
新
清
和
院
所
生
の
高
貴
宮
︑
次
い
で
仁
孝
正
配

の
所
生
皇
子
の
皇
嗣
冊
立
が
構
想
さ
れ
て
い
た
が
︑
皇
子
の
相
次
ぐ
早
世
に
よ
り
実
現
で
き
ず
︑
天
保
期
に
典
侍
正
親
町
雅
子
所
生
の
熙
宮
が

皇
嗣
に
冊
立
さ
れ
る
︒
そ
の
後
︑
天
保
末
期
に
仁
孝
天
皇
は
譲
位
の
意
向
を
示
す
が
︑
譲
位
に
伴
う
新
清
和
院
の
居
所
の
移
動
が
︑﹁
実
母
﹂

へ
の
不
孝
と
認
識
さ
れ
る
こ
と
を
憂
慮
し
た
朝
廷
上
層
部
に
よ
っ
て
︑
譲
位
の
意
思
が
押
し
留
め
ら
れ
た
こ
と
で
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
︒

こ
れ
は
事
実
上
︑
新
清
和
院
が
死
去
す
る
ま
で
︑
仁
孝
の
譲
位
が
不
可
能
と
な
る
特
異
な
状
況
が
生
じ
た
こ
と
を
意
味
し
た
︒

近
世
に
お
け
る
天
皇
と
女
院
の
母
子
関
係
は
︑
延
享
期
に
桜
町
天
皇
の
改
革
に
よ
っ
て
︑
正
配
以
外
の
天
皇
生
母
と
そ
の
外
戚
の
地
位
が
否

定
さ
れ
︑
摂
家
出
身
の
天
皇
正
配
と
そ
の
里
元
が
﹁
実
母
﹂・
外
戚
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
だ
が
︑
こ
の
転
換
は
そ
の
後
の
朝
廷

内
で
自
明
の
も
の
と
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
宝
暦
期
に
摂
政
一
条
道
香
は
桃
園
天
皇
の
生
母
で
あ
る
姉
小
路
定
子
へ
の
准
后
宣
下
と
外
戚
姉
小

路
家
へ
の
追
贈
の
方
針
を
打
ち
出
す
︒
そ
の
手
続
き
と
し
て
は
︑
桃
園
﹁
実
母
﹂
で
あ
る
青
綺
門
院
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
が
︑

桜
町
天
皇
の
叡
慮
に
反
す
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
︑
青
綺
門
院
自
身
も
反
対
の
姿
勢
を
み
せ
た
た
め
実
現
し
な
か
っ
た
︒
こ
う
し
て
宝
暦
期
の

評
議
を
以
て
天
皇
の
母
子
関
係
は
確
立
し
︑
そ
れ
が
以
後
の
天
皇
家
に
お
け
る
原
則
と
な
る
︒

一
方
で
︑
光
格
上
皇
死
去
後
の
天
保
末
年
に
︑
仁
孝
天
皇
は
自
身
の
生
母
で
あ
る
勧
修
寺
婧
子
の
待
遇
改
善
を
進
め
て
い
く
︒
光
格
の
存
命

時
に
は
婧
子
の
昇
進
自
体
が
停
止
さ
れ
て
い
た
が
︑
天
皇
御
璽
が
押
印
さ
れ
る
位
記
・
宣
命
に
女
院
令
旨
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
形
で
一
連

の
昇
進
・
贈
位
は
実
現
に
向
か
う
︒
仁
孝
は
﹁
実
母
﹂
で
あ
る
新
清
和
院
の
意
向
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
で
光
格
の
叡
慮
を
覆
す
正
当

性
を
確
保
し
︑
表
面
的
に
は
正
配
以
外
の
生
母
・
外
戚
の
地
位
が
否
定
さ
れ
る
従
来
の
あ
り
方
を
維
持
し
つ
つ
︑
自
身
の
生
母
・
外
戚
の
待
遇

改
善
を
実
現
さ
せ
た
︒
だ
が
︑
父
母
へ
の
﹁
孝
道
﹂
を
説
く
当
該
期
の
時
代
風
潮
の
中
で
︑
表
向
き
は
﹁
実
母
﹂
と
さ
れ
る
新
清
和
院
の
意
向

を
盾
に
す
る
こ
と
で
生
母
・
外
戚
の
待
遇
改
善
を
実
現
し
た
以
上
︑
譲
位
に
伴
い
﹁
実
母
﹂
に
居
所
の
移
動
を
強
い
る
こ
と
が
不
孝
と
認
識
さ
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れ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
︒
在
位
中
の
天
皇
に
よ
る
譲
位
表
明
が
構
造
上
不
可
能
と
な
っ
た
事
象
は
︑
か
か
る
過
程
を
経
て
顕
現
し
た
︒

こ
の
よ
う
な
新
清
和
院
へ
の
﹁
孝
道
﹂
意
識
は
孝
明
天
皇
ま
で
継
承
さ
れ
た
︒
実
際
に
新
清
和
院
と
関
係
性
を
有
さ
な
い
孝
明
が
こ
う
し
た

意
識
を
持
つ
背
景
に
は
︑
光
格
・
仁
孝
・
孝
明
の
三
代
に
わ
た
る
﹁
閑
院
宮
系
﹂
の
天
皇
が
︑
後
桃
園
天
皇
以
前
の
血
統
を
唯
一
有
す
る
新
清

和
院
を
結
節
点
と
し
て
皇
統
の
連
続
性
を
担
保
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
︑
新
清
和
院
が
天
皇
家
内
で
及
ぼ
し

た
影
響
は
光
格
在
位
時
か
ら
確
認
で
き
る
が
︑
そ
の
意
思
が
存
命
の
光
格
の
叡
慮
を
超
越
す
る
形
で
立
ち
現
れ
た
例
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き

な
い
︒
だ
が
光
格
の
死
後
︑
仁
孝
・
孝
明
天
皇
は
新
清
和
院
へ
の
孝
道
を
重
視
し
︑
新
清
和
院
は
皇
位
継
承
や
奥
向
を
め
ぐ
る
問
題
の
中
で
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
に
至
る
︒
こ
れ
は
︑
光
格
の
死
を
受
け
て
︑
天
皇
家
の
最
古
参
か
つ
最
年
長
者
で
あ
る
新
清
和
院
に
家
長
と
し
て
の
性

格
が
移
行
し
た
と
も
捉
え
ら
れ
る
事
象
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る①
︒

本
稿
の
検
討
内
容
を
女
院
論
の
文
脈
で
整
理
す
る
と
︑
実
際
の
所
生
・
養
子
関
係
と
は
異
な
る
﹁
実
母
﹂
と
し
て
の
地
位
を
有
し
た
桃
園
天

皇

青
綺
門
院
と
仁
孝
天
皇

新
清
和
院
と
で
は
︑
生
母
・
外
戚
の
待
遇
改
善
が
実
現
し
た
か
否
か
と
い
う
点
が
大
き
な
相
違
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
︒
青
綺
門
院
は
桜
町
天
皇
の
遺
詔
に
忠
実
に
行
動
し
︑
そ
れ
に
基
づ
く
形
で
朝
廷
運
営
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る②
︒
よ

っ
て
︑
桜
町
の
意
向
に
背
く
こ
と
と
な
る
生
母
・
外
戚
の
待
遇
改
善
を
承
認
す
る
こ
と
を
青
綺
門
院
が
憚
っ
た
の
は
自
然
で
あ
る
︒
一
方
︑
天

保
末
期
の
新
清
和
院
か
ら
は
︑
勧
修
寺
婧
子
の
昇
進
を
停
止
さ
せ
た
光
格
上
皇
の
生
前
の
意
向
を
遵
守
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
窺
う
こ
と
は
で

き
な
い
︒
こ
れ
は
桜
町
天
皇
と
青
綺
門
院
︑
光
格
天
皇
と
新
清
和
院
の
関
係
に
も
関
わ
る
問
題
だ
が
︑
光
格
は
在
位
時
よ
り
朝
廷
運
営
を
め
ぐ

り
新
清
和
院
の
意
向
を
配
慮
・
尊
重
す
る
姿
勢
を
み
せ
て
い
た③
︒
そ
の
背
景
と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
は
︑
や
は
り
後
桃
園
天
皇
以
前
の
血
統
を

有
す
る
最
後
の
皇
族
で
あ
る
新
清
和
院
の
血
統
の
貴
種
性
の
側
面
が
大
き
い
︒
こ
う
し
た
観
点
に
基
づ
く
新
清
和
院
の
特
殊
性
は
︑
皇
嗣
と
の

関
係
に
お
い
て
同
時
代
の
他
の
女
院
・
後
宮
女
房
ら
と
厳
然
た
る
格
差
を
設
け
よ
う
と
す
る
天
皇
家
内
の
動
向
に
顕
著
に
反
映
さ
れ
て
お
り④
︑

そ
れ
は
寛
政
期
の
中
宮
立
后
︑
文
政
期
の
皇
太
后
転
任
に
よ
り
二
度
后
位
を
得
る
と
い
う
例
を
み
な
い
身
位
に
象
徴
さ
れ
よ
う
︒
仁
孝
天
皇
が

宝
暦
期
以
来
の
生
母
・
外
戚
待
遇
を
め
ぐ
る
原
則
を
転
換
し
得
た
の
は
︑
血
統
・
身
位
の
側
面
で
天
皇
に
匹
敵
す
る
存
在
で
あ
っ
た
新
清
和
院
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の
意
向
を
盾
に
す
る
こ
と
で
︑
天
皇
叡
慮
を
超
越
す
る
こ
と
の
正
当
性
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
で
あ
っ
た
︒
ま
た
︑
新
清
和
院
自
身
が
光

格
の
生
前
の
叡
慮
を
覆
す
こ
と
を
憚
る
姿
勢
を
み
せ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
は
︑
貴
種
性
に
起
因
す
る
新
清
和
院
の
自
己
認
識
に
つ
い
て
も
あ
る

程
度
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
︒

こ
れ
ま
で
の
近
世
女
院
研
究
で
は
︑
将
軍
家
を
出
自
と
す
る
点
で
︑
新
清
和
院
と
は
別
の
特
殊
性
を
有
し
た
東
福
門
院
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
︑
十
七
世
紀
中
葉
に
は
︑
後
宮
人
事
や
掟
書
発
出
な
ど
の
奥
向
統
制
を
在
京
幕
府
役
人
と
連
携
し
て
行
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る⑤
︒
だ
が
︑
十
八
世
紀
以
降
の
天
皇
家
が
将
軍
家
と
縁
戚
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
は
な
く
︑
摂
関
家
か
ら
正
配
と
し
て
入
内
し
た
女
院
が

﹁
実
母
﹂
と
し
て
奥
向
の
頂
点
に
立
つ
体
制
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
で
外
戚
勢
力
の
影
響
力
も
排
除
さ
れ
る
︒
そ
の
よ
う
な
中
︑
光
格
天
皇
の
即

位
を
受
け
て
︑
近
世
で
は
唯
一
皇
女
身
位
で
入
内
し
た
新
清
和
院
も
︑
基
本
的
に
は
宝
暦
期
以
来
の
制
度
的
枠
組
み
の
中
に
﹁
実
母
﹂
と
し
て

定
置
さ
れ
た
︒
だ
が
︑
十
九
世
紀
以
降
の
新
清
和
院
は
︑
貴
種
性
に
基
づ
く
特
殊
な
地
位
を
背
景
に
皇
位
継
承
や
奥
向
を
め
ぐ
る
天
皇
家
内
独

自
の
問
題
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
存
在
と
な
っ
て
お
り
︑
そ
の
意
思
が
最
終
的
に
天
皇
叡
慮
の
超
越
を
正
当
化
し
う
る
も
の
と
し
て
顕
現
し

た
点
に
︑
最
大
の
特
徴
が
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
︒

先
行
研
究
と
本
稿
の
成
果
を
踏
ま
え
て
︑
近
世
女
院
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
と
︑
東
福
門
院
・
新
清
和
院
の
両
名
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
将
軍
家
・

天
皇
家
の
出
身
で
あ
る
と
い
う
出
自
の
側
面
を
背
景
に
︑
天
皇
家
の
奥
向
に
特
異
な
状
況
を
生
じ
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
る
︒
時
代

背
景
の
相
違
や
幕
府
の
存
在
が
前
提
に
あ
る
東
福
門
院
と
の
単
純
な
比
較
検
討
は
困
難
だ
が
︑
第
�
章
で
検
討
し
た
遺
言
履
行
の
問
題
の
中
で
︑

新
清
和
院
の
格
式
が
東
福
門
院
を
超
越
し
う
る
も
の
と
す
る
認
識
が
朝
廷
内
で
み
え
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
︒
近
世
一
般
の
朝
幕
関
係
が
維
持

さ
れ
て
い
た
段
階
で
︑
朝
廷
上
層
部
が
そ
の
よ
う
な
対
応
を
幕
府
に
要
求
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
︑
こ
の
認
識
は
︑
明
治
初
年
に
泉
涌

寺
の
新
清
和
院
石
塔
が
七
重
塔
形
式
で
再
建
さ
れ
る
と
い
う
形
に
結
実
し
て
お
り
︑
近
世
後
期
～
幕
末
期
の
女
院
認
識
を
考
え
る
上
で
興
味
深

い
︒次

い
で
︑
武
家
の
奥
向
を
対
象
と
す
る
研
究
史
と
の
架
橋
と
い
う
点
で
は
︑
近
世
中
期
以
降
の
大
名
家
に
お
い
て
︑
正
室
と
側
室
と
の
関
係
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を
め
ぐ
り
︑
世
継
を
産
ん
だ
奥
女
中
が
正
室
の
承
認
と
そ
の
働
き
か
け
に
応
じ
る
形
を
と
る
こ
と
で
身
上
が
り
す
な
わ
ち
身
分
上
昇
を
果
た
し
︑

家
の
中
で
新
た
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る⑥
︒
本
稿
で
検
討
し
た
女
院
の
動
向
を
踏
ま
え
る
と
︑
近

世
天
皇
の
母
子
関
係
を
め
ぐ
り
天
皇
正
配
と
し
て
入
内
し
た
女
院
の
果
た
し
た
役
割
は
︑
近
世
中
期
以
降
の
家
の
奥
向
に
普
遍
的
な
あ
り
方
と

し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
本
稿
の
検
討
で
は
︑
天
皇
家
の
事
例
か
ら
そ
の
一
端
を
提
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
︑

今
後
は
天
皇
家
に
必
ず
し
も
限
定
さ
れ
な
い
親
王
家
や
公
家
な
ど
の
朝
廷
社
会
に
お
け
る
多
様
な
家
の
奥
向
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
て
︑
研
究
蓄

積
の
豊
富
な
武
家
社
会
と
の
比
較
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
ろ
う⑦
︒
こ
う
し
た
公
家
・
武
家
双
方
の
奥
向
を
視
野
に
入
れ
た
分
析
視
角
は
︑
日
本

近
世
の
家
の
奥
向
構
造
を
普
遍
的
か
つ
同
時
代
的
な
特
質
と
し
て
議
論
し
て
い
く
こ
と
に
結
実
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒

最
後
に
︑
本
稿
の
検
討
内
容
と
近
世
の
皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
研
究
史
と
の
関
係
に
付
言
し
て
お
く
︒
仁
孝
天
皇
の
譲
位
表
明
の
断
念
︵
譲

位
・
皇
位
継
承
の
遅
滞
へ
結
実
︶
と
い
う
事
象
は
︑
仁
孝
﹁
実
母
﹂
と
し
て
の
新
清
和
院
の
地
位
に
起
因
し
た
当
該
期
特
有
の
も
の
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
︒
こ
の
こ
と
は
︑
少
な
く
と
も
仁
孝
天
皇
の
場
合
は
︑
近
世
後
期
の
天
皇
の
譲
位
時
期
の
遅
さ
の
原
因
を
﹁﹁
院
政
﹂
を
行
う
の
が

原
則
と
い
う
意
識
は
な
く
な
っ
て
い
た
﹂
と
い
う
点
に
求
め
た
従
来
の
評
価⑧
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
の
説
明
を
可
能
に
す
る
︒
ま
た
︑
光
格
・

仁
孝
・
孝
明
の
三
代
天
皇
を
皇
統
意
識
の
側
面
で
連
続
性
を
有
す
る
存
在
と
し
て
捉
え
る
藤
田
氏
の
理
解
に
対
し
て
は⑨
︑
皇
位
継
承
や
奥
向
秩

序
な
ど
の
天
皇
家
内
の
問
題
が
︑
新
清
和
院
の
存
在
に
よ
っ
て
一
定
の
規
定
を
受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
光
格
・
仁
孝
天
皇
と
︑
即
位
後
わ
ず

か
数
ヶ
月
後
で
新
清
和
院
が
死
去
し
た
こ
と
で
︑
そ
の
存
在
に
必
ず
し
も
自
ら
の
意
向
を
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
孝
明
天
皇
と
で
は
︑
皇
統

意
識
に
一
定
の
差
異
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
以
上
を
踏
ま
え
る
と
︑
孝
明
天
皇
は
即
位
当
初
の
若
年
期
よ
り
︑
上

皇
・
女
院
の
不
在
下
で
朝
廷
運
営
に
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
る
︒
本
稿
の
検
討
内
容
を
念
頭
に
︑

孝
明
天
皇
の
朝
廷
運
営
な
ら
び
に
そ
の
皇
統
意
識
に
つ
い
て
も
再
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
︒
こ
の
点
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
︒

①

宝
暦
期
に
は
︑
青
綺
門
院
が
朝
廷
運
営
上
の
意
思
決
定
に
関
与
す
る
事
例
が
報

告
さ
れ
て
い
る
が
︑
こ
れ
は
桃
園
天
皇
が
幼
少
で
あ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
た

︵
前
掲
渡
邊
﹁
青
綺
門
院
と
宝
暦
事
件
﹂︶︒
一
方
︑
天
保
末
期
の
朝
廷
に
は
成
人

後
の
仁
孝
天
皇
が
い
る
た
め
︑
新
清
和
院
が
朝
廷
運
営
や
そ
の
意
思
決
定
自
体
へ
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干
渉
す
る
余
地
は
な
か
っ
た
︒
だ
が
︑
新
清
和
院
の
特
殊
性
は
︑
皇
位
継
承
や
奥

向
を
め
ぐ
る
問
題
で
の
み
︑
そ
の
意
向
が
立
ち
現
れ
る
点
に
主
た
る
特
徴
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
︑
少
な
く
と
も
天
皇
家
内
の
問
題
に
関
し
て
は
︑
天
皇
の
年
齢

に
か
か
わ
ら
ず
︑
﹁
実
母
﹂
で
あ
る
女
院
の
意
思
が
あ
る
程
度
の
影
響
を
及
ぼ
す

余
地
が
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

②

前
掲
久
保
﹃
近
世
の
朝
廷
運
営
﹄
︑
前
掲
渡
邊
﹁
青
綺
門
院
と
宝
暦
事
件
﹂︒

③

前
掲
長
坂
﹁
文
化
期
の
朝
廷
と
幕
府
﹂
︒

④

文
化
期
に
世
襲
親
王
家
の
王
子
が
門
跡
入
室
の
た
め
に
親
王
宣
下
を
受
け
る
べ

く
天
皇
の
養
子
と
さ
れ
る
際
に
は
︑
後
宮
女
房
の
典
侍
が
養
母
と
さ
れ
て
お
り

︵﹁
御
系
譜
﹂
﹃
光
格
天
皇
実
録
﹄
第
五
巻
︑
二
四
七
八
・
七
九
︑
二
五
一
五
・
一

六
頁
︶
︑
中
宮
欣
子
︵
新
清
和
院
︶
は
東
宮
恵
仁
親
王
︵
仁
孝
天
皇
︶
の
﹁
実
母
﹂

と
し
て
︑
擬
似
的
に
設
定
さ
れ
る
母
子
関
係
が
皇
嗣
と
の
間
に
限
定
さ
れ
て
い
た
︒

さ
ら
に
︑
第
�
章
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
︑
天
保
期
に
皇
嗣
と
な
っ
た
統
仁
親
王

は
︑
儲
君
と
さ
れ
る
際
に
︑
仁
孝
天
皇
の
正
配
で
あ
る
准
后
祺
子
︵
新
朔
平
門

院
︶
の
﹁
養
子
﹂︑
但
し
﹁
実
子
御
同
様
﹂
と
さ
れ
て
お
り
︑
新
清
和
院
と
仁
孝

天
皇
の
間
に
設
定
さ
れ
た
﹁
実
母
﹂
関
係
と
若
干
の
差
別
化
が
図
ら
れ
て
い
る
︒

⑤

前
掲
石
田
﹁
霊
元
天
皇
の
奥
と
東
福
門
院
﹂︒

⑥

清
水
翔
太
郎
﹁
近
世
中
期
大
名
家
に
お
け
る
正
室
と
側
室

秋
田
藩
佐
竹
家
を

事
例
に

﹂︵﹃
歴
史
﹄
一
二
二
︑
二
○
一
四
年
︶︒

⑦

本
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
︑
皇
女
身
位
で
あ
っ
た
新
清
和
院
を
め
ぐ
っ
て
は
︑

摂
関
家
・
親
王
家
出
自
の
女
院
と
異
な
る
動
き
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
︒

朝
廷
社
会
に
お
け
る
家
の
奥
向
を
考
え
る
上
で
は
︑
血
統
の
貴
種
性
と
い
う
観
点

に
よ
り
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
︒

⑧

村
和
明
﹁
近
世
朝
廷
の
制
度
化
と
変
容
﹂︵
前
掲
﹃
近
世
の
朝
廷
制
度
と
朝
幕

関
係
﹄︶
三
一
九
頁
︒

⑨

前
掲
藤
田
﹃
幕
末
の
天
皇
﹄︒

︹
付
記
︺
本
稿
は
︑
二
○
二
○
年
九
月
十
七
日
に
近
世
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
九
月
例
会
で
報
告
し
た
内
容
を
元
に
し
て
お
り
︑
JS
P
S
科
研
費
特
別
研
究
員
推
奨
費

1
9
J2
0
3
7
9の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
︒

︵
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
︶
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era regulations should not be interpreted as displaying a preference for

civilian government (文治政治 bunchi seiji).

Key Words ; Regulations Governing Military Houses (Buke shohatto 武家諸法度),

Regulations Governing Warriors (Shoshi hatto諸士法度),

Deathbed adoption (Matsugo yōshi 末期養子),

Literary and martial arts as well as loyalty and filiality

(文武忠孝 Bunbu chūkō)

The Status of Shinseiwain in the Imperial Court During

the Bunsei-Kōka Era, Focusing on the Relationship

with the Emperor Ninkō

by

SATO Kazuki

This paper examines the status of Shinseiwain 新清和院 (the legitimate

consort of Retired Emperor Kōkaku 光格上皇) at the imperial court during

the Bunsei-Kōka era from the perspective of the succession to the throne

during that period and the issue of the mother-child relationship between

Shinseiwain and Emperor Ninkō 仁孝天皇. Kajūji Tadako 勧修寺婧子, retired

Emperor Kōkakuʼs concubine, was the birth mother of Emperor Ninkō,

however she was officially denied the status of mother at the imperial court,

and Shinseiwain was treated as his “real mother” (jitsubo 実母).

At the imperial court during the Bunsei era, Retired Emperor Kōkaku and

Emperor Ninkō had initially decided the succession to the throne would

either by Prince Atenomiya 高貴宮, the son of Shinseiwain, or to Prince

Osanomiya 鍠宮, the son of Emperor Ninkōʼs legitimate consort. However,

due to the successive early deaths of the princes, these plans were not

realized. Later, in the Tenpō era, Prince Hironomiya 煕宮, the son of

Ōgimachi Naoko 正親町雅子 (Emperor Ninkōʼs concubine), was appointed

Crown Prince. Toward the end of the Tenpō era, Emperor Ninkō expressed

his intention to abdicate to Hironomiya, but the fact that Emperor Ninkōʼs

abdication would force Shinseiwain to move her residence was perceived by

imperial court officials to be an act of filial disloyalty to his “real mother,”

and the Emperorʼs abdication announcement was effectively suspended.
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Emperor Ninkō had previously begun to promote his own mother, Kajūji

Tadako, to a higher court rank. Since the mid-eighteenth century, an

emperorʼs birth mother who had been a lady-in-waiting in the imperial

palace was denied the status of imperial mother, and in addition, Tadakoʼs

promotion had been stymied during the lifetime of the Retired Emperor

Kōkaku because of her involvement in the incident of a curse by ladies-in-

waiting at the court during the Bunka era.

However, after the death of Retired Emperor Kōkaku, Emperor Ninkō was

able to realize the promotion of Tadako to second grade of the third rank

(jusanmi 従三位) and the conferral of the honorary rank equivalent to that of

the three empresses (jugō 准后), as well as to award the post of Minister of

the Interior (Naidaijin 内大臣) to his maternal grandfather Kajūji Tsunehaya

勧修寺経逸 through the display of official documents indicating that this was

the intention of Shinseiwain.

One of the reasons why Emperor Ninkōʼs abdication was perceived as

being unfilial toward his “real mother,” Shinseiwain, and thus made the

abdication itself impossible, was the result of his use of Shinseiwainʼs intent

to overturn the principle behind the treatment of an emperorʼs birth mother

and maternal relatives, which had been practiced since the Hōreki era, and

his obtaining a higher official court rank for his own birth mother.

Shinseiwain was the only daughter of Emperor Gomomozono 後桃園天皇,

and she was promoted from the empress (chūgū 中宮) to the empress

dowager (kōtaigō 皇太后), an unprecedented promotion in the early modern

era. Although Shinseiwain was unable to have her own son succeed to the

throne, her lineage and rank gave her tremendous influence within the

imperial family, especially within the inner palace (okumuki 奥向), which

also influenced the delay in the abdication of Emperor Ninkō.

Ultimately, Emperor Ninkō died during the Kōka era while still on the

throne and without being able to abdicate. It can be said that the delay in

the abdication in the late stage of the early modern period was closely

related to the succession to the throne and the problems within the

emperorʼs family concerning his birth mother and his maternal relatives. In

dealing with the problems of the succession to the throne in the first half of

the nineteenth century, and the emperorʼs relationship with his mother and

child, Shinseiwain had a status unlike other Nyoin (女院); as the nexus of the

traditional imperial lineage in the early modern period, she was a person

who could guarantee legitimacy and transcend the emperorʼs will.
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